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)
 

筆
者
は
さ
き
に
「
徽
州
に
お
け
る
家
産
分
割
」
に
お
い
て
、
徽
州
文
書
中
の
家
産
分
割
閥
係
文
書
を
資
料
と
し
て
、
徽
州
に
お
け
る
家
産
分

割
の
具
櫨
的
過
程
を
分
析
後
討
し
、
そ
れ
を
通
し
て
、
徽
州
に
お
け
る
宗
族
と
家
族
の
特
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
但
し
、
そ
こ
で
は

い
か
な
る
方
法
、
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徽
州
文
書
か
ら
み
た

「
承
縫
」

一

緒

言

二
「
承
縫
」
の
概
念
と
「
承
縫
」
者

三
「
承
縫
」
関
係
文
書
と
「
承
継
」

四
そ
の
他
の
関
係
文
書
と
「
承
縫
」

(
1
〉
入
資
関
係
文
書

〈

2
)

寅

身

文

書

(
3
〉
そ
の
他
の
際
主
・
態
役
文
章
百

五

結

語

緒

日

紙
幅
の
関
係
か
ら
男
の
賀
子
が
い
な
い
場
合
、

は

一
般
的
意
味
で
の
縫
承
や
相
績
な
ど
と
匡
別
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に

記
す
)
問
題
に
つ
い
て
は
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

に
つ
い
て

臼

井

子

佐

知
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過
程
に
よ
っ
て
縫
承
者
が
選
ば
れ
た
か
と
い
う
「
承
継
」

「宗
」、
租
先
祭
組
、
家
産
を
受
け
継
ぐ
正
統
な
縫
承
を
示
す
場
合
を
「
承
継
」
と

目
的
、

(
本
稿
で

本
稿
は
、
こ
の

「
承
縫
」
問
題
を
と
り
あ
げ
考
察
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ



る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
承
継
」
が
現
賓
の
行
筋
と
し
て
行
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
皐
に
一
家
族
な
い
し
同
族
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
味

「
貰
身
」
の
問
題
、
さ
ら
に
は
佃
僕
・
世
僕
・
庄
僕
と
い
う
よ

う
な
「
僕
」
に
な
る
こ
と
を
含
め
た
「
雁
主
・
雁
役
」
の
問
題
な
ど
祉
舎
に
お
け
る
身
分
地
位
の
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
そ
の
中
心
検
討
課
題
は
「
承
縫
」
問
題
に
置
き
つ
つ
、

を
も
っ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
入
費
」
す
な
わ
ち
婿
と
り
の
問
題
、「

承
継
」
に
闘
わ
る
「
入
費
」
、

「
買
身
」
、

「
膳
主
・
醸
役
」
に
闘

わ
る
文
書
も
提
示
し
て
考
察
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
承
継
」
の
概
念
と
「
承
権
」
者

ま
ず
、

「
承
縫
」
の
概
念
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
「
承
縫
」
と
は
、

正
統
な
有
資
格
者
に
よ
っ
て
、
「
宗
」
を
受
け
艦
ぐ
「
嗣
」

な
い
し
「
縫
」
と
、
租
先
の
「
祭
杷
」
を
受
け
縫
ぐ
「
承
杷
」
と
、
そ
し
て
家
産
を
受
け
継
ぐ
「
承
業
」
と
い
う
三
つ
の
継
承
が
併
せ
て
行
わ

(

2

)

 

れ
る
こ
と
を
い
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

受
け
縫
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。

従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
う
ち
「
宗
」
と
祖
先
の
祭
杷
と
は
原
則
的
に
は
正
統
な
「
承
縫
」
有
資
格
者
以
外
の
者
が

「
宗
」
を
受
け
縫
ぐ
と
い
う
観
念
の
具
瞳
的
表
現
形

祖
先
の
祭
柁
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
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式
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

「宗
」
な
い
し
「
宗
族
」
に
つ
い
て
は
、

時
代
に
よ

っ
て
そ
の
含
む
と
こ
ろ
に
遣
い
が
あ
る
と
は
し

> 
え、

一
般
に
、
「
宗
」
と
は

一
人
の
始
租
か
ら
始
ま
り
未
だ
存
在
し
て
い
な
い
子
孫
へ
と
績
く
父
系
の
血
統
(
気
脈
〉
を
意
味
し
、

は
一
人
の
始
祖
か
ら
始
ま
り
未
だ
存
在
し
て
い
な
い
子
孫
へ
と
績
く
父
系
の
血
統
(
気
脈
)
を
受
け
継
ぐ
人
間
存
在
の
穂
睦
を
-意
味
す
る
。
そ

「
宗
族
」
と

し
て
、
こ
の
「
宗
」
な
い
し
「
宗
族
」
は
客
観
的
寅
韓
と
し
て
よ
り
は
、

む
し
ろ
客
観
的
寅
瞳
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
す
る

い
な
い
場
合
は
、
兄
弟
の
男

と
い
え
る
。
正
統
な
「
承
継
」
者
す
な
わ
ち
「
嗣
子
」
た
り
う
る
者
は
、
男
の
寅
子
が
い
る
場
合
は
そ
の
男
子
、

子
ま
た
は
兄
弟
以
外
の
同
宗
昭
穆
相
嘗
者
(
問
宗
で
あ
り
「
承
継
」
者
を
と
る
者
の
息
子
の
世
代
に
嘗
た
る
男
子
〉
で
あ
る
。
但
し
、

一
般
に
「
承
縫
」
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の
語
実
は
、
男
の
貫
子
が
「
承
縫
」
す
る
場
合
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
寅
子
が
い
な
い
場
合
に
、
兄
弟
の
男
子
ま
た
は
兄
弟
以
外
の
同
宗
昭
穆
相

嘗
者
を
後
継
者
に
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
正
統
な
「
承
継
」
有
資
格
者
た
り
う
る
の
は
兄
弟
の
男
子
ま
た
は
兄
弟
以
外
の
同
宗
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昭
穆
相
賞
者
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
有
資
格
者
が
い
な
い
場
合
に
は
、
娘
の
婿
ま
た
は
娘
の
男
子
ま
た
は
そ
の
他
の
者
が
縫
承
者
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。

」
の
場
合
、

こ
れ
ら
の
綴
承
者
は
「
宗
」
や
祭
叩
を
縫
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
、

財
産
の
み
を
受
け
縫
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
認
識
さ
れ

る。
と
こ
ろ
で

か
つ
て
の
日
本
に
お
い
て
は

「
家
」
は
原
則
的
に
兄
弟
の
う
ち
踊
長
子
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
り
う
る
者
一
人
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
た
。
そ
れ
に
劉
し
中
闘
で
は
、
兄
弟
は
個
々
に
縫
承
者
を
と

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

兄
弟
に
男
の
賀
子
が
い
て
も
自
己
に
男
の
寅
子
が
い

な
い
場
合
に
は
同
宗
昭
穆
相
賞
者
を
も

っ
て
自
己
の
後
継
者
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、

「
宗
族
」
の
廊
員
各
人
は
始
祖
か
ら

未
来
永
劫
の
子
孫
へ
と
「
宗
」
を
繋
げ
て
い
く
中
縫
者
で
あ
り
、
始
祖
か
ら
始
ま
る
「
宗
」
の
流
れ
を
一
本
で
も
断
ち
切
ら
ず
受
け
縫
ぎ
横
大

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
第
こ
に
は
、

「
承
縫
者
」
が
い
な
い
場
合
、
自
己
を
祭
る

者
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
所
講
子
孫
の
祭
把
に
よ
る
「
招
魂
儀
雄
」
そ
れ
自
醐
胞
が
ど
れ
ほ
ど
信
じ

ら
れ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
現
買
に
は
、

多
く
の
場
合
、

以
上
の
倫
理
的
宗
教
的
観
念
を
支
え
と
し
て
、
兄
弟
聞
で
家
産
が
均
分
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相
摘
相
さ
れ
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
が
故
に
、
兄
弟
聞
で
均
分
さ
れ
た
家
産
の
自
己
保
有
分
を
縫
承
さ
せ
る
か
わ
り
に
、
自
己
の
老
後
の
生
活
を

保
護
す
る
労
働
力
を
求
め
る
な
ど
質
際
的
必
要
を
満
た
し
た
と
考
え
る
方
が
安
首
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
法
律
上
な
い
し
寅
際
に
は
ど
の
よ
う
な
存
在
、
か
「
承
綴
」
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

『大

明
律
集
解
附
例
』
谷
之
四
、
戸
律
戸
役
の
「
立
踊
子
違
法
」
に
は
次
の
六
節
が
あ
る
。

O
九
立
-
嫡
子
違
法
者
杖
八
十
。
其
-嫡
妻
年
五
十
以
上
無
子
者
得
立
庶
長
子
。

不
立
長
子
者
罪
亦
向
。

〔
踊
子
(
H
H
正
妻
が
産
ん
だ
子
)
を
(
嗣

子
に
〉
立
て
る
と
い
う
法
に
違
反
し
た
者
は
杖
八
十
。
正
妻
の
年
齢
が
す
で
に
五
十
歳
以
上
で
あ
り
子
が
無
い
場
合
に
は
(
妾
が
産
ん
だ
〉
庶

杖
一
百
、
震
付
所
養
父
母
牧
管
。
若
有
親
生
子
及
本
生
父
母
無
子
欲
還
者
聴
。

子
の
う
ち
の
長
男
を
(
嗣
子
に
)
立
て
る
。
長
男
以
外
の
者
を
立
て
た
場
合
も
杖
八
十
。
〕

O
若
養
同
宗
之
人
矯
子
、
所
養
父
母
無
子
市
拾
去
者

〔
同
宗
の
者
を
養
子
と
し
、
養
父
母
に
子
が
な
い
の
に
養
父
母

の
下
か
ら
去

っ
た
場
合
に
は
杖
一
百
で
あ
り
、
養
父
母
の
下
に
戻
す
。
も
し
〈
養
子
に
な
っ
て
後
、
養
父
母
に
)
質
子
が
生
ま
れ
、
質
の
父
母



に
子
が
無
く
、

養
子
に
出
し
た
子
を
返
し
て
ほ
し
い
と
願
う
場
合
は
こ
れ
を
許
す
。
〕

O
其
乞
養
異
姓
義
子
以
凱
宗
族
者
杖
六
十
。

若
以
子
興

異
姓
人
魚
嗣
者
罪
問
、
其
子
関
宗
。
〔
異
姓
の
義
子
を
養
子
と
し
た
た
め
に
宗
族
内
に
ト
ラ
ブ
ル
を
生
ぜ
し
め
た
者
は
杖
六
十
。
(
質
)
子
を

異
姓
の
人
の
嗣
子
と
し
た
者
も
同
罪
で
あ
り
、
そ
の
子
は
貫
家
に
返
す
。
〕

O
其
遺
棄
小
児
年
三
歳
以
下
、
難
異
姓
伯
牧
養
聞
従
其
姓
。

異
姓
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
養
子
に
し
姓
を
差
家
の
姓
に
改
め
さ
せ
て
よ
い
。
〕
(
但
し
、

r、
親

に
)
遺
棄
さ
れ
た
三
歳
以
下
の
小
児
は
、

「
纂
註
」
に

「
若
遺
棄
三
歳
以
下
小
見
則
幼
少
無
知
、

情
可
亥
憐
、

故
雄
異
姓
の
聴
枚
養
卸
従
其
姓
。
但
不
得
立
以
信
用
嗣
。

〔
遺
棄
さ
れ
た
三
歳
以
下
の
小
児
は
幼
少
で
無
知

で
あ
る
か
ら
情
と
し
て
哀
れ
む
べ
き
で
あ
り
、
異
姓
で
あ
る
と
は
い
え
養
子
に
し
姓
を
養
家
の
姓
に
改
め
る
こ
と
を
許
す
。
但
し
、

そ
の
子
を
嗣
子
に
し
て
は
い

け
な
い
。
〕
」
と
あ
る

J
O若
立
嗣
、
難
係
同
宗
而
写
卑
失
序
者
罪
亦
如
之
、
其
子
掃
宗
改
立
鷹
縫
之
人
。

が
〉
同
宗
で
あ
っ
て
も
(
昭
穆
相
嘗
の
者
で
は
な
い
場
合
な
ど
)
傘
卑
の
序
を
明
臥
し
た
場
合
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
そ
の
子
は
貫
家
に
艮
し
、
後

継
者
と
し
て
正
統
な
者
を
ハ
新
た
に
〉
立
て
る
。
〕

O
若
庶
民
之
家
存
養
奴
解
者
杖
一
百
、
開
放
従
良
。
〔
庶
民
の
家
で
奴
牌
を
養
う
者
は
杖
一

〔
嗣
子
を
立
て
る
場
合
、

(
そ
の
嗣
子

こ
の
「
立
嫡
子
違
法
」
の
内
容
は
、
踊
長
子
が
「
嗣
子
」
と
な
り
主
祭
権
を
も
っ
「
踊
長
子
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
唐
律
に

始
ま
り
宋
刑
統
、
明
律
へ
と
受
け
縫
が
れ
、
清
律
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
饗
更
は
な
い
。
但
し
、
音
代
と
南
宋
の
時
代
に
は
、
祭
杷
を
①
一嫡
長

子
、
②
庶
子
を
含
む
嫡
長
子
の
兄
弟
、

③
摘
出
長
孫
、
④
一嫡
出
長
孫
の
兄
弟
、
⑤
摘
出
長
孫
の
同
母
弟
、
@
衆
長
孫
の
順
で
継
承
す
る
「
輩
行

(
3〉

主
義
」
と
も
い
う
べ
き
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
『
光
緒
大
清
舎
典
』
巻
十
二
、
吏
部
に
も
官
た
る
者
が
「
承
繕
」
者
を

と
る
場
合
と
し
て
は
、
同
宗
の
者
か
、
や
む
を
得
な
け
れ
ば
同
姓
の
者
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
異
姓
の
者
、が
縫
承
し
た
場
合
の
家
譜
へ
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百
と
し
、
そ
の
奴
稗
は
良
民
に
戻
す
。
〕

の
記
載
に
つ
い
て
、
一
帽
建
呉
海
撰
『
呉
氏
世
譜
』
に
は

「
后
世
有
無
子
不
立
宗
人
而
以
婿
興
外
孫
震
縫
者
不
鏡
、
直
疏
其
下
回
絶
。

な
く
同
宗
の
者
を
(
後
継
者
に
〉
立
て
る
の
で
は
な
く
、
婿
と
外
孫
を
後
縫
者
に
す
る
場
合
に
は
(
家
譜
に
は
)
掲
載
せ
ず
、
た
だ
疏
の
下
に

(
4〉

『
紐
』
と
記
す
。
〕
」
と
あ
る
。
ま
た
、
一
帽
建
闇
豚
『
渚
氏
世
譜
序
』
に
は
「
以
異
姓
来
綴
者
、
著
其
所
従
、
而
其
后
不
録
。
〔
異
姓
の
者
が
縫

ハ
5
)

そ
の
こ
と
の
み
を
記
し
、
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
は
記
載
し
な
い
。
〕
」
と
あ
り
、
若
干
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、 〔貫

子
が

505 

ぐ
場
合
に
は
、

い
ず
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れ
に
せ
よ
異
姓
の
者
が
縫
承
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
家
譜
に
は
掲
載
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
徽
州
『
新
安
呉
氏

家
譜
絞
』
に
は
、
母
の
兄
弟
で
あ
る
鄭
氏
を
縫
承
し
て
す
で
に
五
世
に
至
司
た
果
天
麟
に
つ
い
て
「
而
呉
諸
不
紹
書
、
翫
著
其
縫
鄭
之
由
、

叉

紀
其
子
孫
之
名
、
以
系
世
次
、
至
子
今
未
嘗
鹿
、
故
権
也
、
得
有
以
考
而
復
之
。
〔
呉
(
天
麟
)
に
つ
い
て
は
書
き
入
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
は

せ
ず
、
そ
れ
が
鄭
氏
を
縫
い
だ
こ
と
を
書
き
、
ま
た
そ
の
子
孫
の
名
は
世
代
に
従
っ
て
記
し
、
現
在
に
至
る
も
(
呉
天
麟
の
系
を
)
省
く
こ
と

(

6
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は
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
考
慮
す
る
に
、
考
誼
し
て
こ
れ
を
復
活
し
得
る
。
〕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
異
姓
を
縫
承
し
た
場
合
、
そ
の
こ
と
と
子
孫

の
名
を
質
家
の
家
譜
に
記
載
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
聞
に
お
い
て
は
、
以
上
の
理
念
な
い
し
法
律
上
の
規
定
が
現
貫
に
は
巌
密
に
は
守
ら
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
例
え

ば
拙
稿
「
徽
州
に
お
け
る
家
産
分
割
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
清
時
代
の
徽
州
に
お
い
て
は
、
一
般
に
は
-
組
先
の
祭
杷
の
義
務
は
兄
弟
全
員
、

あ
る
い
は
兄
弟
が
輪
番
で
負
っ
て
お
り
、
橘
長
子
の
み
が
「
嗣
子
」
と
し
て
主
祭
擢
を
持
つ
と
い
う
例
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

事
習
慣
報
告
録
』
下
、
第
四
編
「
親
属
継
承
習
慣
」
に
は
、
単
に
家
産
を
受
け
継
ぎ
管
理
す
る
の
み
な
ら
ず
、

『
中
園
民
一
商
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「承
緩
」
者
な
い
し
「
嗣
子
」

た
り
得
る
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
子
(
姦
生
子
を
含
む
。
以
下
、
子
と
あ
る
の
は
男
子。〉

二
、
兄
弟
の
子
(
質

の
親
と
そ
の
兄
弟
の
隻
方
を
承
継
す
る
粂
紘
も
あ
る
。
)
、

三
、
同
族
の
子、

四
、
娘
、

五
、
女
婿
、

ハ
、
娘
の
子
、

七
、
夫
の
姉
妹
の
子
、

入
、
委

の
兄
弟
の
子
、
九
、
異
姓
の
子
(
義
子
の
場
合
と
義
子
で
な
い
場
合
が
あ
る
)、

一
O
、
(
寡
婦
と
な
っ
た
)
嫁
の
後
夫
、
一

一
、
(
寡
婦
と
な

っ
た
)

嫁
と
後
夫
と
の
子
、

一
二
、
養
女
の
靖
、

=
二
、
養
女
と
靖
の
子
、

一
回
、
孫
ま
た
は
曾
孫
。
以
上
の
う
ち、

一
j
L
二
が
正
統
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
民
間
で
は
回
以
下
も
同
族
の
承
認
が
あ
れ
ば
改
姓
し
て
「
宗
」
を
纏
ぐ
「
嗣
子
」
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
な
お
例
え
ば
、
安

徽
全
省
の
習
慣
と
し
て
、

「
院
俗
婦
人
夫
死
家
貧
子
女
幼
小
、
有
湿
同
戚
族
招
夫
養
子
之
習
慣
。
招
配
之
後
夫
卸
在
婦
家
照
料

一
切
。

後
夫
封

前
夫
遺
産
如
何
保
管
興
其
一
切
権
利
義
務
之
内
容
、
大
都
詳
定
於
招
賛
字
之
内
。

〔
安
徽
省
に
は
、
夫
が
死
ん
で
家
が
貧
し
く
幼
い
子
供
、が

い

る
寡
婦
が
貫
家
に
頼
ん
で
後
夫
を
婿
と
し
、

(
前
夫
と
の
聞
の
〉
子
を
養
育
さ
せ
る
習
慣
が
あ
る
。
後
夫
に
つ
い
て
は
妻
の
貫
家
が
す
べ
て
世

話
を
す
る
。
後
夫
が
前
夫
の
遺
産
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
、

そ
の
す
べ
て
の
権
利
と
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
招
賛
契
約
書
に



(
7〉

詳
細
に
定
め
て
お
く
。
〕
」
と
あ
る
よ
う
に
、

亡
夫
の
親
で
は
な
く
寡
婦
自
身
が
後
夫
を
迎
え
る
場
合
も
あ
っ
た
。

以
下
、

「
徽
州
文
書
」
の
中
の
「
承
縫
」
に
闘
わ
る
文
書
に
つ
い
て
紹
介
し
、

「
徽
州
文
書
」
に
示
さ
れ
た
「
承
縫
」
に
関
わ
る
具
瞳
的
行

策
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
数
字
は
文
末
の
目
録
に
示
し
た
文
書
の
頭
の
数
字
で
あ
る
。
目
録
で
は
、
そ
の
内
容
か
ら
「
承
継
関
係
文
書
」
、

「
入
賞
関
係
文
書
」、

「
買
身
文
書
」
、

「
そ
の
他
の
躍
主
・
膳
役
文
書
」
の
四
種
に
分
類
し
て
あ
る
。
所
謂
「
承
継
文
書
」
の
ほ
か
に
「
入
賞

文
書
」
な
ど
を
提
示
し
た
の
は
、

そ
の
文
書
名
と
内
容
と
に
交
錯
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
中
園
民
一
商
事
習
慣
報
告
録
』
に

あ
る
よ
う
に
『
入
賞
」
が
「
承
継
」
を
意
味
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
ほ
か
、

い
る
「
買
身
」
に
よ
る
も
の
、

「
承
継
」
を
内
容
と
し
て
い
る
文
書
の
中
に
代
債
が
支
排
わ
れ
て

「
入
費
」
を
文
書
名
と
す
る
も
の
の
中
に
「
臆
主
・
鹿
役
」
を
内
容
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
逆
に
「
雁
主
・
雁

役
」
を
文
書
名
と
す
る
も
の
の
中
に
「
入
賞
」
を
内
容
と
す
る
文
書
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
貰
身
」

「
鹿
主
・
鹿
役
」
の
各
文
書
は
、
文
書
名
や
そ
の
意
味
内
容
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
質
際
の
場
面
に
お
い
て
は
明
確
な
境
界
線
を
引
く
こ
と

「
承
継
」

「
入
賞
」

が
で
き
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
く
。
以
下
、
具
瞳
的
に
各
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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「
承
縫
」
関
係
文
書
と
「
承
纏
」

「
承
縫
」
関
係
文
書
目
録
の
う
ち
、
ー、

4
1
ロ
お
よ
び
日
と
経
済
研
究
所
所
臓
の
家
産
分
割
文
書
簿
加
に
含
ま
れ
て
い
る
「
承
縫
」
文
書

は
、
す
べ
て
兄
弟
の
男
子
を
樺
承
者
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

M
l
n
は
そ
れ
以
外
の
者
を
縫
承
者
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

2
と
3
は
1
に

附
随
す
る
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
目
録
の
中
に
は
、

文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

「
宗
」
の
「
承
縫
」
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
家
産
の
慮
理
の
み
を
扱
っ
た

1
1
U
に
つ
い
て
の
内
容
を
具
躍
的
に
説
明
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ー
は
、
寡
婦
謝
阿
賀
氏
観
一
耳
目
娘
が
洪
武
二
十
三
(
二
ニ
九
O
)
年
に
作
成
し
た
文
書
で
あ
る
。

507 

〈
祁
門
)
勝
城
に
住
む
謝
阿
賀
観
音
娘
に
は
二
人
の
息
子
が
い
る
。
長
男
は
字
輿
と
い
い
次
男
は
得
輿
と
い
う
。

か
つ
て
洪
武
十
年
に
長
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男
の
字
輿
を
夫
の
弟
で
あ
る
十
都
の
謝
胡
先
が
継
子
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
長
男
は
出
催
す
る
こ
と
、
が
で
き
な
い
の
で
賓
父
の
宗
に
も
ど

り
、
戸
籍
を
移
す
こ
と
な
く
こ
の
件
は
お
わ
ア
た
。
後
に
謝
胡
先
に
は
賀
子
准
安
が
生
ま
れ
た
。
洪
武
十
九
年
に
な
り
謝
胡
先
の
弟
謝
文

先
が
病
湿
し
た
が
、
文
先
に
は
子
が
な
か
っ
た
。
調
先
は
兄
弟
の
情
か
ら
同
族
の
者
と
相
談
し
、
再
び
(
寅
氏
掘
削
一
音
娘
に
そ
の
息
子
を
文

先
の
纏
子
と
す
る
よ
う
に
〉
頼
み
説
得
し
た
。
そ
こ
で
今
黄
氏
は
次
男
得
興
す
な
わ
ち
戸
籍
名
謝
口
を
興
え
、
文
先
の
種
子
と
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
昭
穆
に
か
な
っ
て
い
る
。

(
得
輿
は
)
買
家
を
出
た
後
は
、
調
先
夫
婦
の
訓
育
に
従
う
よ
う
務
め
、
朝

先
家
の
様
々
な
家
務
な
ど
を
管
理
し
、
寅
家
の
宗
に
戻
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
文
先
が
保
有
し
て
い
た
田
山
陸
地
や
家
畜
な
ど
は
す
べ
て

種
子
で
あ
る
得
興
が
管
理
す
る
も
の
と
し
、
得
輿
の
家
の
者
以
外
が
侵
占
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
期
先
が
以
前
字
輿
を
縫
子
と
す
る
こ

と
を
-
記
し
た
文
書
は
、
事
に
さ
き
だ
っ
て
〈
字
輿
の
)
祖
父
の
姉
妹
の
夫
在
仲
達
が
受
取
り
一
時
保
管
し
て
い
た
が
、
探
し
た
が
み
つ
か

ら
な
い
た
め
、
添
附
し
な
い
。
も
し
後
日
こ
の
文
書
を
持
参
し
て
も
用
い
な
い
。
人
心
に
確
詮
が
な
い
こ
と
を
懸
念
し
、
こ
の
文
書
を
作

(
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成
す
る
。
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こ
の
文
書
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
長
男
字
興
が
叔
父
の
纏
承
者
に
な
る
こ
と
を
肯
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る。

『
中
園
民
一
商
事
習
慣
報
告
鋒
』
に
も
長
男
が
出
織
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
事
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
問
題
は
、
そ
う
し
た
規
定
な
い
し
習
慣

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嘗
初
一
の
段
階
で
長
男
を
夫
の
弟
の
纏
承
者
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
男
は
出
離
し
て
は
な

ー
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
明
の
始
め
に
は
民
間
で
は
ま
だ
確
立
し
た
習
慣
と
な
っ
て
い
な
か
司
た
と
解
揮
す
る
か
、
あ
る
い

ら
な
い
こ
と
が
、

は
理
念
と
し
て
は
長
男
の
出
纏
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
質
に
は
完
全
な
禁
忌
で
は
な
か
っ
た
と
解
樺

す
る
か
、
解
揮
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
故
謝
文
先
を
縫
い
だ
決
男
が
寅
際
に
は
謝
胡
先
の
下
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
?
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
謝
胡
先
に
は
賓
の
男
子
は
い
る
が
ま
だ
幼
く
、
調
先
家
の
勢
働
力
は
不
足
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
首
初
賀

氏
の
長
男
を
纏
承
者
と
し
て
遡
え
よ
う
と
し
た
の
も
、
つ
い
で
女
男
を
文
先
の
継
承
者
と
し
た
の
も
、
そ
の
第
一
の
目
的
は
朝
先
家
の
務
働
力

こ
の
文
書
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て

2
、
3
「
建
文
元
三
三
九
九
〉
年
那
門
謝
朝
先
批
契
」
と
い

確
保
に
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

な
お
、



う
文
書
が
二
種
あ
る
。
謝
切
先
に
は
既
婚
の
娘
二
人
と
未
婚
の
娘
二
人
が
い
る
が
、

2
は
、
妻
胡
氏
と
既
婚
の
衣
女
に
家
産
の
一
部
を
譲
興
す

る
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
り
、

3
は
、
家
産
の
一
部
を
妻
胡
氏
の
名
義
と
し
未
婚
の
娘
二
人
の
結
婚
費
用
に
嘗
て
、
二
人
が
結
婚
し
た
の
ち

は
息
子
准
安
に
興
え
る
こ
と
を
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
謝
矧
先
家
の
内
部
事
情
は
複
雑
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

6
は
首
問
暦
四
十
四
(
一
六
二
ハ
〉
年
に
作
成
さ
れ
た
家
産
分
割
に
閲
す
る
遺
明
書
で
あ
る
。

遺
嘱
文
書
を
作
成
す
る
父
金
世
貞
と
妻
、在
氏
は
、
男
の
質
子
が
い
な
い
た
め
先
年
併
成
を
宥
子
と
し
、
妻
を
要
ら
せ
、
家
族
は
皆
と
も
に

暮
ら
し
て
き
た
。
(
と
こ
ろ
が
)
不
幸
に
も
私
〈
金
世
貞
)
は
病
気
が
重
く
な
っ
た
の
で
、
今
弟
世
盛
の
息
子
三
人
の
う
ち
次
男
併
需
を
縫

嗣
に
立
て
、
親
族
の
立
ち
合
い
の
下
、
家
屋
と
田
園
等
の
家
産
を
分
け
る
こ
と
と
し
た
。
上
述
し
た
家
産
は
賞
事
者
と
謹
人
の
立
ち
曾
い

の
下
で
分
割
し
た
も
の
で
あ
り
開
遣
い
は
な
い
。
奮
衆
の
土
庫
一
カ
所
は
併
枯
等
二
人
の
姪
に
二
等
分
し
て
興
え
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た

新
造
の
土
庫
一
カ
所
は
銀
武
百
伍
拾
南
で
併
枯
等
二
人
の
姪
に
二
等
分
し
て
興
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
家
屋
や
田
園
、
土
地
等

の
家
産
は
逐
一
籍
加
に
書
き
記
し
て
明
ら
か
に
し
、
萎
在
氏
と
娘
の
準
喜
、
春
喜
の
生
活
費
お
よ
び
棺
購
入
な
ど
の
葬
儀
費
用
を
除
い
た

残
り
は
、
と
も
に
併
成
と
俳
欝
の
二
子
に
均
等
に
分
け
興
え
る
。
衆
議
に
よ
っ
て
併
成
と
併
欝
と
は
毎
月
母
在
氏
に
各
々
銀
一
銭
を
納
め
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る
。
こ
れ
は
毎
月
支
排
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
額
が
少
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
家
の
税
糧
や
差
役
に
つ
い
て
は
、
併
成
と
併
蕎
が

(
9〉

毎
年
均
等
に
負
携
し
、
負
携
を
逃
れ
て
は
い
け
な
い
。

こ
こ
で
金
世
貞
は
嘗
初
併
成
を
養
子
と
し
、
こ
の
養
子
が
成
長
し
結
婚
し
た
後
、
老
齢
と
な
り
病
気
が
重
い
こ
と
を
理
由
に
弟
の
次
男
で
あ

る
併
需
を
縫
嗣
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
家
産
の
一
部
を
弟
の
長
男
で
あ
る
併
枯
と
三
男
に
も
分
け
て
い
る
。
文
書
の
後
半
に
は
誰
が
ど
の

家
産
を
受
け
継
ぐ
か
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
す
で
に
併
成
と
い
う
養
子
を
迎
え
結
婚
さ
せ
て
一
家
無

事
に
暮
ら
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
を
目
前
に
し
て
弟
の
次
男
を
縫
嗣
に
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。
文
書
の
内
容
か
ら
併
成
は
弟
世
盛
の

子
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
弟
に
三
人
も
息
子
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
貞
は
別
に
養
子
を
と
り
育
て
た
。
併
成
が
同
族

で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
燭
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
貰
身
に
よ
り
異
姓
養
子
な
い
し
義
男
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
世
盛
は
兄
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が
元
気
な
う
ち
は
黙
っ
て
い
た
も
の
の
、
兄
の
死
が
近
づ
く
と
他
人
で
あ
る
併
成
に
兄
の
家
産
が
す
べ
て
譲
ら
れ
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
そ
の
本
一
主
一
回
一
は
家
産
に
射
す
る
欲
で
あ
り
、

た
て
ま
え
と
し
て
は
弟
に
息
子
が
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
れ
を
縫
嗣
と
し
な
い
で
他
人
を
纏
嗣
と
す
る
こ
と
は
不
嘗
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
文
書
後
宇
の
家
産
分
割
の
項
に

は
併
成
は
「
子
」
と
の
み
-
記
さ
れ
、
併
害
訴
が
「
縫
子
」
と
さ
れ
て
い
る
の
も
正
統
な
縫
子
は
併
蕎
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し

た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
縫
子
と
な
ら
な
か
っ
た
世
盛
の
二
人
の
息
子
に
も
一
部
家
産
が
譲
ら
れ
て
い
る
の
も
、
世
盛
が
他
人
の
傍
成
に

家
産
を
譲
る
な
ら
縫
子
で
は
な
い
と
は
い
え
姪
(
お
い
)
で
あ
る
自
分
の
二
人
の
息
子
に
も
少
し
は
よ
こ
せ
と
要
求
し
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ

る
。
小
さ
い
と
き
か
ら
育
て
て
き
た
俳
成
に
家
産
主
譲
り
た
い
世
貞
と
法
的
正
統
性
を
主
張
す
る
弟
世
盛
と
の
安
協
の
産
物
が
上
記
の
結
果
で

あ
る
と
解
樺
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
男
の
寅
子
が
い
な
い
場
合
に
複
数
の
姪
に
家
産
を
譲
る
例
は
4
と
8
に
も
み
ら
れ
る
。

4
は
単
に
家
産
を

三
人
の
姪
に
譲
る
と
し
て
い
る
だ
け
で
「
承
縫
」
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

8
は
三
房
の
第
三
子
と
四
房
の
衣
子
の
二
人
の
姪
を
繕
嗣
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と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
三
房
と
四
房
が
賀
子
が
い
な
い
程
文
裕
の
家
産
を
狙
っ
て
纏
嗣
に
な
の
り
を
あ
げ
、
調
整
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果

と
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
。
家
産
は
租
先
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
男
の
賀
子
が
い
な
い
場
合
、
兄
弟
に
子
が
い
れ
ば
そ
の
子
が
纏
嗣

と
な

っ
て
譲
り
受
け
る
の
が
営
然
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
現
買
に
お
い
て
は
遺
産
相
績
に
際
し
て
の
ト
ラ
ブ
ル
を
た
く
み
に
調
整
し
て
い
た

と
も
い
え
な
く
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、

4
と
5
は、

家
産
の
み
を
姪
に
譲
る
と
い
う
内
容
が
あ
る
の
み
で
「
宗
」
の
「
承
継
」
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

7

は
、
弟
に
子
が
な
い
た
め
に
三
男
を
そ
の
「
承
継
」
者
に
し
、
将
来
弟
に
子
が
生
ま
れ
た
ら
家
産
を
均
分
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

9
は、

長
兄
の
衣
子
を
「
承
紹
」
す
な
わ
ち
継
承
者
と
し
て
こ
れ
に
家
産
を
譲
り
、
老
後
の
生
活
の
世
話
と
葬
祭
と
を
委
ね
た
も
の
で
あ
る
。

m
l
u

は
、
す
べ
て
継
嗣
を
と
り
、
こ
れ
に
家
産
を
受
け
縫
が
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

文
書
名
と
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
衣
の
こ
と
が
い
え
る
。
姪
に
譲
る
家
産
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
も
の
は
4
、

6
、
8
、
9
の
五
件
で
あ
る
。

8
が
「
承
縫
書
」
と
あ
る
の
を
除
け
ば
す
べ
て
文
書
名
は
「
分
皐
」
、
「
批
契
」
、

5 

「遺
書
」、

「
明
書
」
と
な



っ
て
い
る
。
ま
た
、

8
、
9
の
家
産
内
容
に
関
す
る
記
述
は
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

1
1ロ
の
う
ち
、
息
子
を
耀
嗣
と
し

て
出
す
者
が
作
成
し
た
文
書
は
1
と
7
の
二
件
、
縫
嗣
を
と
る
者
ま
た
は
家
産
を
譲
る
者
が
立
て
た
文
書
は
4
、

の
七
件
、
繕
嗣
と
な
る
本
人
が
立
て
た
文
書
は
叩
の
一
件
で
あ
る
。

5 

6 

8 

9 

11 

12 

次
に
、

H
以
下
の
兄
弟
の
子
で
あ
る
姪
以
外
の
者
が
継
嗣
と
な

司
た
り
家
産
を
相
績
し
た
り
し
た
文
書
、
ま
た
は
そ
れ
に
関
係
す
る
文
書
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
れ
ら
の
文
書
の
う
ち
、
兄
弟
の
子
に
つ
い
で
正
統
な
「
承
継
」
有
資
格
者
で
あ
る
同
宗
の
昭
穆
た
る
者
を
纏
嗣
と
し
た
も
の
は
辺
の
み
で

あ
り
、
緩
嗣
と
な
る
者
の
貫
父
が
文
書
を
立
て
て
い
る
。
却
は
寡
婦
が
再
嫁
す
る
た
め
、
夫
の
弟
に
宗
を
躍
が
せ
家
産
を
譲
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
問
、

四
は
承
権
者
を
決
め
ず、

家
産
の
虞
理
に

つ
い
て
の
み
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
で
は
、
合
同
を
立
て
た
寡
婦
程
氏
は
自
分
の
今

後
の
生
活
費
と
娘
の
結
婚
費
用
の
ほ
か
の
家
産
は
宗
洞
に
、
同
じ
く
寡
婦
凌
氏
に
よ
っ
て
康
照
二
十
〈
一
六
八
一
〉
年
に
作
成
さ
れ
た
日
で
は
、

一
部
を
長
女
と
次
女
に
給
し
、
他
の
家
産
は

「
難
云
未
立
縫
承
嗣
、
而
本
支
輪
流
祭
掃
百
世
:
:
:
〔
い
ま
だ
縫
承
嗣
を
立
て
て
い
な
い
と
は
い

え
、
本
支
(
の
同
族
〉
が
か
わ
る
が
わ
る
百
世
に
わ
た
っ

て
祭
記
を
お
こ
な
う
:
:
:
〕
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
同
族
の
存
衆
部
分
す
な
わ
ち
共
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同
保
有
部
分
に
組
み
込
む
こ
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

四
で
は
、

「
四
房
之
内
並
無
子
佳
相
承
」
、

す
な
わ
ち
す
で
に
家
産
分
割
し
た
兄
弟
な

い
し
同
族
の
四
つ
の
房
に
は
縫
承
者
た
る
べ
き
子
が
い
な
い
た
め
、
家
産
を
衆
洞
に
入
れ
る
と
あ
る
。
女
婿
ま
た
は
そ
の
子
が
纏
承
者
と
な
っ

て
い
る
も
の
は
日
と
口
の
二
件
で
あ
る
。

嘉
靖
四
十
一

(
一
五
六
二
〉
年
の
日
は
、

こ
れ
自
瞳
は
「
承
継
」
文
書
で
は
な
く
、

婿
と
な
り
他
家
を
糧
い
だ
者
の
息
子
が
父
の
原
籍
に
入

れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
慮
理
に
関
す
る
合
同
で
あ
る
。

も
と
も
と
拾
西
都
の
李
輿
戸
の
戸
下
に
あ
っ
た
李
四
保
は
、
先
年
同
都
の
在
周
付
に
出
繕
し
て
婿
と
な
り
纏
父
母
の
老
後
の
世
話
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
す
で
に
「
摘
縫
文
書
」
を
作
成
し
て
あ
る
。
李
四
保
は
云
寄
と
い
う
子
を
も
う
け
、
李
輿
戸
の
戸

丁
李
法
を
縫
が
せ
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
本
年
は
賦
役
黄
加
大
造
の
年
で
あ
る
が
、
李
輿
戸
内
の
人
は
(
誰
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
)
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は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
云
寄
の
名
前
、
が
李
輿
(
戸
〉
の
申
告
書
に
書
き
込
ま
れ
て
し
ま
ア
た
。
そ
の
た
め
、

四
保
の
岳
母
細

里
老
に
調
査
さ
れ
慮
理
さ
れ
る
と
と
と
な
司
た
。
李
興
と
李
四
保
は
官
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
を
願
わ
ず
、
知
燃
の

国
が
燃
に
訴
え
出
、

指
導
書
を
奉
じ
て
謹
人
を
頼
ん
で
文
書
を
作
成
し
た
。
云
寄
は
も
と
ど
お
り
、
在
周
付
の
戸
籍
に
入
れ
、
祭
把
を
お
こ
な
い
家
産
を
受
け
継

ぎ
差
役
に
あ
た
り
、
李
法
は
も
と
ど
お
り
李
興
戸
の
役
を
受
け
縫
ぐ
。
云
寄
の
名
前
を
書
き
入
れ
た
李
輿
の
申
告
書
は
李
輿
自
身
が
改
正

す
る
。
云
寄
は
も
と
ど
お
り
在
戸
に
あ
っ
て
差
役
に
あ
た
る
。
合
同
を
作
成
し
た
の
ち
は
各
人
と
も
に
後
悔
し
た
り
異
議
を
唱
え
た
り
し

(

叩

)

(
略
)

と、。

占
ア
川
、
L
V

こ
こ
で
注
意
一
す
べ
き
は
、

入
婿
し
た
父
李
四
保
は
「
出
離
同
都
在
周
付
魚
婿
、

以
魚
養
老
、

原
立
描
縫
文
書
。
L

と
あ
り
、

「
縫
」
と
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
姓
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
異
姓
の
者
が
纏
嗣
に
な
っ
た
場
合
と
同
じ
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
入
婿
し
て
出
縫
し
た

場
合
に
は
改
姓
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
こ
れ
も
婿
が
承
纏
し
た
場
合
に
改
姓
す
る
こ
と
が
嘉
靖
年
聞
に
は
確
立
し
た
習
慣
と
な
っ
て
い
な
か

の
か
、

ま
た
は
単
に
行
政
上
の
手
績
き
が
ま
だ
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、
解
稗
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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ア
た
と
解
穫
す
る
か
、
あ
る
い
は
異
姓
の
者
に
よ
る
承
縫
は
正
嘗
な
行
帰
と
は
み
な
さ
れ
な
い
た
め
に
戸
籍
上
で
の
改
姓
は
行
わ
れ
な
か
司
た

康
照
十
三
(
一
六
七
四
〉
年
作
成
の
口
も
こ
れ
自
瞳
は
「
承
権
」
文
書
で
は
な
い
。

こ
の
文
書
を
作
成
す
る
人
程
氏
愛
呑
は
、
夫
の
畢
氏
に
息
子
が
い
な
か
ア
た
た
め
、

か
つ
て
本
都
の
張
宅
の
地
僕
呉
祉
孫
を
衣
女
春
弟
の

婿
に
迎
え
、
老
後
の
生
活
の
世
話
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
祉
孫
は
喧
嘩
に
よ
っ
て
不
幸
に
も
死
ん
で
し
ま
ア
た
。
果
祉
孫
の

母
方
氏
が
老
齢
に
な
っ
て
生
活
が
し
て
い
け
な
い
た
め
春
弟
を
方
氏
の
家
に
迎
え
、
こ
れ
に
婿
を
と
っ
て
(
方
氏
が
)
死
ぬ
ま
で
生
活
の

世
話
を
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
た
。
張
宅
の
役
に
つ
い
て
は
奮
来
の
如
く
鷹
じ
、

(
差
役
に
つ
い
て
は
)
四
甲
の
呉
弘
茂
が
奮
来
の
よ
う
に

措
賞
す
る
。
今
後
新
し
い
婿
と
の
開
に
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
、
男
女
を
問
わ
ず
、

そ
の
一
人
を
畢
氏
の
跡
継
ぎ
と
し
、

〈
畢
氏
の
)
祭
杷

(
日
)

(
略
)

を
歓
か
さ
な
い
よ
う
に
し
、
役
に
雁
じ
(
差
役
な
ど
の
〉
丁
に
嘗
た
る
こ
と
は
す
べ
て
蓄
来
の
如
く
行
う
こ
と
と
す
る
。

以
上
は
康
照
十
三
年
九
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
書
の
本
文
と
作
成
年
月
と
の
聞
に
「
畢
春
弟
於
康
照
三
十
四
年
十
一
月
、
具
用



昭
、
呉
有
林
等
限
問
、
批
輿
李
天
時
篤
妻
。
其
臭
祉
孫
戸
丁
弘
茂
戸
得
銀
参
雨
、

呉
用
昭
と
呉
有
林
の
立
ち
舎
い
の
下
、
畢
春
弟
は
李
天
時
に
嫁
し
そ
の
妻
と
な
っ
た
。
呉
祉
孫
の
戸
丁
の
弘
茂
に
銀
三
雨
を
支
排
い
毎
年
の
差

以
爵
遁
年
差
役
之
費
。

(略〉

〔
康
照
三
十
四
年
十
一
月
、

役
の
費
用
と
す
る
。

(
略
)
〕
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。

こ
の
文
書
に
は
、
畢
家
が
差
役
な
ど
の
公
的
負
措
以
外
の
傍
役
負
捲
を
負
っ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
春
弟
が
呉

家
で
約
束
ど
お
り
婿
を
迎
え
た
の
か
否
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

し
か
し
、
右
の
文
書
の
内
容
と
書
き
込
み
と
か
ら
経
過
を
考
え
れ
ば
衣
の
よ

う
に
解
鰐
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
呉
一
位
孫
は
張
宅
の
地
僕
と
し
て
そ
の
勢
役
に
従
事
し
、
張
宅
が
所
有
す
る
家
屋
に
居
住
し
、
差
役
は
呉
弘

茂
に
金
を
支
排
っ
て
代
行
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
入
賞
後
、
畢
家
に
は
労
役
負
携
の
義
務
は
な
か
司
た
た
め
、
呉
祉
孫
は
畢
家
に
居
住
し
て
従

来
の
よ
う
に
張
宅
に
劃
す
る
傍
役
に
従
事
し
、
母
方
氏
は
張
宅
の
有
す
る
家
屋
に
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
社
孫
が
死
亡
し
た
た
め
、
春
弟

が
方
氏
と
同
居
し
婿
を
迎
え
て
張
宅
に
劃
す
る
鉱
労
役
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、

康
照
三
十
四
〈
一
六
九
五
)
年
の
時
貼
で
は
少
な
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く
と
も
春
弟
に
夫
は
い
な
い
し
方
氏
も
死
亡
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
婿
が
来
な
か
丹
、
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
婿
は
す
で
に
死
亡
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
次
の
「
入
費
文
書
」
の
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
徽
州
に
は
期
限
を
切
っ
た
入
賓
と
い
う
習
慣
が
あ
り
、
新
し
い
婿
は

年
期
が
明
け
て
妻
を
残
し
て
去
司
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
康
照
三
十
四
年
に
春
弟
が
李
天
時
に
嫁
し
た
こ
と
か
ら
、
結
局
春
弟
は
畢
家

の
縫
子
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
ア
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
も
あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
寅
に
適
う

方
向
で
臨
機
麿
襲
な
慮
置
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

幻
は
息
子
が
捕
虜
と
な
っ
て
鯖
っ
て
こ
な
い
妻
の
貫
家
の
兄
嫁
に
衣
男
を
出
縫
さ
せ
る
文
書
で
あ
る
。
こ
の
兄
嫁
は
寡
婦
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
文
書
の
末
尾
に
は
妻
の
賓
家
で
あ
る
呉
氏
の
族
長
や
族
人
の
花
押
の
あ
る
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
異
姓
の
者

を
「
承
継
」
者
と
す
る
こ
と
を
同
族
の
者
が
承
認
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た

H
は
、
妻
を
な
く
し
息
子
が
お
ら
ず
娘
を
三
人
も

つ
王
仕
調
が
、
婚
約
者
が
い
る
未
婚
の
末
娘
に
家
産
の
三
分
の
一
を
輿
え
る
こ
と
を
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
他
の
娘
に
も
三
分
の
一
ず
つ
興
え

こ
の
ほ
か
、
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た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
般
に
家
産
を
分
け
る
場
合
は
家
産
分
割
文
書
や
遺
蝿
愛
国
が
書
か
れ
る
か
ら
、
三
女
の
み
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
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い
で
あ
ろ
う
。
中
見
と
し
て
兄
仕
英
の
名
前
と
花
押
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
三
女
が
未
婚
の
ま
ま
自
分
が
死
ん
だ
場
合
、
家
産
を
兄
や

姪
が
縫
承
し
、
三
女
が
生
活
費
や
結
婚
費
用
を
失
う
こ
と
を
懸
念
し
た
た
め
に
こ
の
慮
置
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

6
の
金
世
貞
の
例
の
よ
う

な
兄
弟
の
聞
の
遺
産
相
績
を
め
ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
は
汲
想
さ
せ
な
い
と
は
い
え
、

2
や
3
の
批
契
も
あ
る
よ
う
に
、
娘
が
家
産
の
一
部
な
り

と
も
受
け
取
る
た
め
に
は
文
書
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

q
L
、内ぺ
u
、

4
&
4
4
 

異
姓
の
者
が
承
縫
者
と
な
る
文
書
は
、

叫
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
す
べ
て
代
債
が
支
排
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
貰
身
文
書
」
に
分
類
し
、

な
お
、

況
の
ほ
か
、

「
買
身
文
書
」
の

項
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。

以
上
、

「
承
縫
」
に
閥
わ
る
文
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
に
あ
げ
た
文
書
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
傾

向
を
も
っ
て
明
清
時
期
の
徽
州
全
瞳
の
傾
向
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

但
し
、

決
の
こ
と
は
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一

「承
纏
」
は
「
宗
」
を
繕
ぎ
、

租
先
の
祭
杷
や
家
産
を
受
け
縫
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
。

し
か
し

現
買
に
は
家
産
を
縫
承
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し
、
労
役
負
揺
を
受
け
耀
ぎ
、
縫
親
の
老
後
の
生
活
を
保
誼
す
る
こ
と
が
そ
の
主
要
な
目
的
で
あ
り
、
基
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
、
現
質
の
目
的
と
規
範
と
の
聞
に
阻
師
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
現
質
の
目
的
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
具
瞳
的
方
針
を
示
し
た

遺
書
な
ど
の
文
書
が
作
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
規
範
と
い
わ
れ
る
も
の
そ
れ
自
躍
も
巌
密
に
保
註
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

そ
の
滑
品
+
応

を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
も
文
書
を
作
成
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
文
書
の
内
容
が
現
質

に
合
わ
な
い
朕
況
が
生
じ
た
場
合
、
出
現
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

四

そ
の
他
の
関
係
文
書
と
「
承
縫
」

(

1

)

 

入
賞
闘
係
文
書

こ
こ
で
は
「
承
縫
」
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、

「
入
賞
文
書
」
す
な
わ
ち
婿
入
り
に
闘
す
る
文
書
、

お
よ
び
入
賞
を
内
容
と
す
る
「
薩



主
・
鷹
役
文
書
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

文
書
」
の
項
に
は
、

お
の
「
入
賞
文
書
(
文
約
・
文
契
)
」
と
稽
さ
れ
て
い
る
文
書
と

m
lお
の
「
膳
主
文
書
」
、
幻
の
「
貰
身

承
役
文
約
」
と
稽
さ
れ
て
い
る
文
書
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
が
合
わ
さ
っ
た
お
の
「
招
賛
薩
主
文
書
」
と
い
う
名
稽
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
文
書
の
名
稽
に
つ
い
て
、
目
錬
に
示
さ
れ
た
名
稽
と
文
書
自
瞳
に
記
さ
れ
た
名
稽
と
の
差
異
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
目
録
の
「
入
費

q
u

、
d

位、

Fhu

、

n
L

円

L

q

L

但
し
、
こ
れ
ら
の
名
稿
は
『
徽
州
千
年
契
約
文
書
』
の
目
録
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

文
書
中
で
は
担
は
「
入
賞
承
戸
養
老
文
約
」
、

25 
は

「
投
賓
文
書
」、

幻
は
「
承
頂
戸
役
文
約
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
入
費
を
内
容
と
し
な
が
ら
、

「
雁
主
・
麿
役
」
な
ど
が
文
書
の
名
稽
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

そ
し
て
、

入
賞
に

と
も
な
っ
て
「
麿
主
・
麿
役
」
と
い
う
責
務
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

討
に
「
一
帳
付
房
東
、

一
帳
付
注
濯
保
戸
、

執
照
此

者

〔
(
契
約
文
書
の
)

一
通
は
家
主
(
主
人
〉
に
わ
た
し

一
通
は
〈
入
費
先
で
あ
る
亡
夫
の
父
の
)
、
在
遅
保
に
わ
た
し
、
こ
れ
を
誼
擦
と
す

「
入
賞
文
書
」
で
あ
っ
て
も
入
賞
先
が
な
ん
ら
か
の
傍
役
を
負
捨
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
人
に
妻
家
の
傍
役

- 75ー

る
。
〕
」
と
あ
る
よ
う
に
、

を
負
槍
す
る
こ
と
を
約
し
た
文
書
を
わ
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

M
の
「
入
費
文
契
」
に
は
主
人
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
入

費
を
契
機
と
し
た
「
臆
主
・
麿
役
文
書
」
と
稽
さ
れ
る
文
書
の
記
述
内
容
は
「
入
費
文
書
」
と
稿
さ
れ
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
饗
わ
ら
な
い
と

は
い
え
、
す
べ
て
主
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
文
書
名
は
、
「
招
費
文
書
」
で
あ
る
お
も
含
め
て
す
べ
て
入
賞
す

と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
加
、
泊
、
泊
、

る
た
め
、
名
の
み
改
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

る
者
が
立
書
し
て
い
る
。
ま
た
幻
は
、
婿
は
改
姓
し
て
入
費
し
、
第
一
子
は
入
賞
さ
き
の
姓
を
名
乗
り
、
第
二
子
は
婿
の
貴
家
で
役
に
つ
く
こ

辺
、
お
は
入
費
に
よ
っ
て
姓
な
い
し
姓
名
を
改
め
た
こ
と
、
お
は
同
族
に
入
賞
し
て
い

入
賞
が
行
わ
れ
る
理
由
な
い
し
目
的
と
し
て
は
、
婿
を
と
る
側
の
、
あ
る
い
は
婿
入
り
す
る
側
の
い
ず
れ
か
一
方
な
い
し
南
方
の
理
由
や
目

的
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
婿
を
と
る
側
に
つ
い
て
は
、
①
男
の
寅
子
が
い
な
か
っ
た
り
死
亡
し
て
い
て
「
承
縫
」
者
が
い
な
い
と
、
き
、
娘
な
い

515 

し
寡
婦
と
な
っ
た
嫁
に
婿
を
迎
え
、
婿
ま
た
は
そ
の
子
を

「
承
縫
」
者
と
す
る
場
合
。

②
妻
と
な
る
者
の
家
が
第
働
力
を
必
要
と
す
る
場
合
。
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こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
男
の
貫
子
や
孫
が
い
る
場
合
と
い
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
男
の
賀
子
ま
た
は
孫
が
い
る
と
き
は
、
彼
等
が
ま
だ
幼
く
家

計
を
維
持
す
る
た
め
の
献
労
働
力
を
必
要
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
婿
入
り
す
る
側
に
つ
い
て
は
、

③
路、

U
、
お
の
よ
う
に
、
貧
し
く
妻
な
い
し

縫
妻
を
要
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

「
招
賛
膝
主
文
書
」
で
あ
る
。

な
お
、

③
の
文
書
の
原
文
書
中
の
文
書
名
は
「
入
賞
文
契
」
、

「
承
頂
戸
役
文
約
」
、

嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
①
、
②
、
③
は
そ
れ
ぞ
れ
並
存
し
う
る
。
こ
の
う
ち
、
③
の
よ
う
に
家
が
貧
し
く
妻
を
要
る
カ
が
な
い
た
め
に
入
賞

し
、
妻
の
家
が
負
っ
て
い
た
傍
役
に
服
す
る
例
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
停
衣
凌
氏
が
『
文
物
参
政
資
料
』
一
九
六

O
年
二
期
所
載
の
「
明
代
徽

(

ロ

〉

州
庄
僕
文
約
輯
存
明
代
徽
州
庄
僕
制
度
之
側
面
的
研
究
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
一
連
の
庄
僕
関
係
文
書
が
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
葉
顧

(

日

〉

思
氏
は
「
由
子
入
賛
、
婚
配
佃
僕
的
妻
女
市
治
魚
佃
僕
」
と
さ
れ
、
入
賞
が
佃
僕
の
衆
源
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
停
衣

一
定
の
期
聞
を
経
た
の
ち
、
妻
を
つ
れ
て
、
も
し
く
は
妻
を
残
し
て
妻
の
家
を
去
る
こ
と
が
記
さ

凌
氏
が
紹
介
さ
れ
た
前
記
徽
州
文
書
一
に
は
、

れ
た
も
の
が
あ
る
ほ
か

『
中
園
民
一
商
事
習
慣
報
告
録
』
に
も
蕪
湖
の
例
と
し
て
、
七
・
八
年
、
十
年
、
十
一
年
と
期
限
を
限
っ
て
入
賞
し
、

(
M〉

期
限
が
満
ち
た
後
は
妻
を
つ
れ
て
商
家
す
る
例
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
目
録
中
の
文
書
に
は
、
永
遠
に
貫
家
の
宗
に
戻
ら
な
い

- 76ー

こ
と
を
記
し
た
弘
、

た
も
の
と
し
て
お
、

妻
を
連
れ
て
逃
亡
し
た
り
、
買
家
の
宗
に
闘
っ
た
場
合
に
は
家
主
(
主
人
)
が
官
に
訴
え
こ
れ
を
罰
す
る
こ
と
を
明
記
し

お
、
位
、
辺
、
犯
が
あ
る
ほ
か
、
お
に
「
二
親
存
日
決
不
撞
自
国
家
。
百
年
之
後
備
要
因
宗
、
聴
従
。

〔
妻
の
父
母
が
在

世
中
は
け
っ
し
て
勝
手
に
自
ら
家
に
は
戻
ら
な
い
。
百
年
の
後
に
も
し
貫
家
の
宗
に
戻
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。
〕
」
と
あ

入
費
し
た
本
人
が
一
定
の
年
限
の
後
蹄
家
す
る
こ
と
を
認
め
た
文
書
は
み
ら
れ
な
い
。

る
の
み
で
、

入
費
に
よ
っ
て
妻
と
な
る
者
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
①
入
費
先
の
家
が
僕
で

あ
る
か
ま
た
は
主
人
の
傍
役
に
服
し
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
(
イ
〉
僕
ま
た
は
服
役
者
の
娘
に
入
賞
す
る
例
は
、
目
、
(
ロ
)
僕
ま
た

部
、
初
、
(
ハ
)
僕
ま
た
は
服
役
者
で
あ
る
者
の
息
子
が
死
亡
し
て
お
り
、
こ

泊
、
辺
、
お
で
あ
る
。
な
お
、

M
と
お
に
は
僕
で
あ
る
か
否
か
の
記
述
は
な

次
に
、

は
服
役
者
で
あ
る
夫
が
死
亡
し
て
い
る
寡
婦
に
入
賛
す
る
例
は
、

の
死
亡
し
て
い
る
息
子
の
嫁
に
入
賞
す
る
例
は
、
川
品
、
お
、
幻
、



い
も
の
の
、
妻
家
が
家
主
に
劃
し
て
傍
役
を
負
措
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
(
ニ
)
婿
に
な
る
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
、
娘
の
婿
か
息

子
の
嫁
の
婿
か
明
確
で
は
な
い
も
の
は
、

mm
、
②
(
ホ
)
入
費
先
の
家
が
僕
か
否
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
例
で
、
娘
に
入
賞
す
る
例
は
、
口
、
お

で
あ
る
。

さ
ら
に
入
費
後
の
負
う
べ
き
業
務
に
つ
い
て
は
、
①
妻
の
家
の
雨
親
の
養
老
、
②
公
私
の
家
務
、
③
前
夫
の
子
の
成
育
、
④
祭
杷
お
よ
び
祖

先
の
墓
の
管
理
、
⑤
入
賞
先
の
父
母
の
葬
儀
、
@
妻
家
が
負
っ
て
い
る
差
稽
・
戸
役
な
ど
の
官
に
劃
す
る
傍
役
、
⑦
妻
家
が
負
っ
て
い
る
家
主

(
主
人
)
に
射
す
る
努
役
お
よ
び
佃
僕
の
場
合
は
租
の
納
付
で
あ
る
。
入
賞
先
が
僕
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
は
、
そ
の
業
務
は
、
口
は

①
、
お
は
①
、
②
で
あ
る
。
入
賞
先
が
僕
な
い
し
主
人
を
も
っ
家
で
は
、
妻
家
が
負
っ
て
い
る
主
家
に
劃
し
て
負
う
労
役
を
負
推
す
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
負
携
の
度
合
い
に
は
濃
淡
が
あ
る
。
入
費
に
際
し
て
の
婿
の
義
務
を
示
す
も
の
と
し
て
、
お
を
紹
介
し
た
い
。

祁
門
豚
十
三
都
の
投
賛
文
書
を
作
成
す
る
方
勇
は
、
か
つ
て
十
二
都
の
胡
家
に
入
賞
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
妻
は
亡
く
な
り
、
以
来
再
婚

し
な
い
で
き
た
。
今
方
勇
は
本
勝
十
西
都
の
在
阿
李
の
息
子
在
六
聖
が
先
年
亡
く
な
り
、
そ
の
妻
張
氏
六
仙
が
寡
婦
と
な
っ
て
い
る
こ
と
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を
知
り
、
自
ら
願
い
、
李
再
に
媒
介
を
頼
み
、
身
一
つ
で
在
家
に
入
費
し
、
永
遠
に
入
籍
し
て
差
役
の
責
務
に
嘗
た
る
こ
と
と
し
た
。
結

婚
し
た
後
は
(
妻
の
前
夫
の
母
)
李
氏
に
貫
母
の
如
く
つ
か
え
、
〈
前
夫
の
)
息
子
の
天
賜
と
娘
の
天
香
も
方
勇
が
責
任
を
も
っ
て
世
話

し
成
育
し
、
妻
家
の
証
氏
の
差
役
も
方
勇
自
身
が
そ
の
責
務
に
嘗
た
る
。
後
日
方
勇
自
身
に
子
供
が
生
ま
れ
で
も
、
自
身
は
永
遠
に
房
東

(
家
主
〉
謝
求
三
所
有
の
大
房
圧
屋
に
住
み
、

毎
年
規
定
に
従

っ
て
謝
が
要
求
す
る
業
務
に
従
事
し
、

異
議
は
唱
え
な
い
。
も
し
(
方
勇

が
〉
こ
の
言
葉
に
違
え
て
貫
家
に
逃
げ
闘
阿
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
謝
求
三
が
官
に
訴
え
罰
す
る
こ
と
を
許
す
。
な
お
こ
の
言
葉
に
の
っ

(日〉

と
っ
て
、
こ
れ
を
作
成
し
讃
擦
と
す
る
。

こ
こ
で
方
勇
の
主
要
な
義
務
は
養
老
や
家
務
の
遂
行
、
妻
家
の
負
っ
て
い
た
差
役
な
ど
の
遂
行
で
あ
っ
て
、
家
主
の
要
求
す
る
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
は
ニ
義
的
目
的
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
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次
に
、

入
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
妻
家
の
傍
役
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

崇
頑
十
五
(
一
六
四
二
)
年
に
作
成
さ
れ
た
却
の
僕
人
胡
躍
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需
の
臆
主
文
書
を
紹
介
し
よ
う
。

庭
主
文
書
を
作
成
す
る
僕
人
胡
臆
霧
は
、
演
口
の
地
僕
で
あ
り
、
原
姓
名
は
呉
枇
蕎
と
い
う
。
前
妻
が
す
で
に
亡
く
、
息
子
が
演
口
の
門

戸
を
縫
承
し
た
の
で
、
今
仲
介
入
に
よ
り
身
一
つ
で
渠
口
在
文
宅
衆
主
公
門
下
の
故
人
で
あ
る
世
僕
胡
九
十
の
妻
で
あ
る
員
弟
に
入
賞
す

る
こ
と
を
願
っ
た
。
今
妻
家
の
家
主
の
差
役
を
負
い
、
と
も
に
家
法
に
従
い
そ
の
使
役
の
呼
び
か
け
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
従
い
、
胡
家
の

一

切
の
公
私
の
富
市
は
み
な
引
き
離
い
で
行
い
、
九
十
に
分
け
ら
れ
た
田
園
や
家
産
を
管
理
し
て
些
か
も
浪
費
し
た
り
せ
ず
、
犯
し
た
り
違
え

た
り
し
て
、
原
籍
に
逃
げ
戻
る
よ
う
な
こ
と
は
永
遠
に
し
な
い
。
も
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
主
が
官
に
訴
え
罪
に
問
わ
れ
て

(

日

)

も
何
も
い
わ
な
い
。
こ
の
膳
主
文
書
を
作
成
し
詮
擦
と
す
る
。

こ
の
却
か
ら
讃
み
取
れ
る
こ
と
は
、
地
僕
で
あ
三
た
貧
し
い
呉
社
案
が
、
妻
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
息
子
に
自
己
が
負
っ
て
い
た
傍

役
を
縫
承
さ
せ
た
た
め
、
自
身
は
世
僕
で
あ
る
夫
を
失
っ
た
寡
婦
の
婿
に
な
り
、
妻
家
の
家
主
の
差
役
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
自
身
が

そ
れ
ま
で
負
っ
て
い
た
地
僕
と
し
て
の
勢
役
に
息
子
を
従
事
さ
せ
自
身
は
入
賞
し
た
こ
と
か
ら
、
呉
枇
蕎
一
家
の
務
働
力
は
二
人
分
あ
り
、
従

来
の
主
人
に
は
一
人
分
の
M

労
働
力
を
提
供
す
れ
ば
よ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
妻
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
息
子
が
門
戸
を
縫
承
す
る
ま
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で
の
開
、
呉
枇
需

一
家
に
は
次
の
よ
う
な
選
捧
肢
が
あ
司
た
は
ず
で
あ
る
。
①
息
子
を
婿
ま
た
は
他
家
の
縫
承
者
と
し
て
出
し
、
果
社
整骨
が
後

妻
を
迎
え
て
新
た
な
後
縫
者
を
生
む
。
②
息
子
は
父
親
が
老
齢
化
す
る
か
死
亡
す
る
ま
で
傭
工
な
ど
の
第
働
に
従
事
す
る
か
行
一商
な
ど
に
出

る
。
③
息
子
が
父
親
の
労
役
を
受
け
耀
ぎ
、

果
一
位
需
が
婿
ま
た
は
継
承
者
と
し
て
出
る
。

こ
の
場
合
、

①
は
一
種
の
賭
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
後
妻
を
迎
え
る
資
産
が
な
い
場
合
は
論
外
で
あ
る
。
そ
こ
で
選
揮
す
べ
き
は
②
か
③
で
あ
る
。

し
か
し
、
②
は
呉
枇
需
の
主
家
に
と
っ
て

は
危
険
性
を
伴
う
。
す
な
わ
ち
、
出
て
い
?
た
呉
祉
審
の
息
子
は
闘
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
主
家
が
僕
の
息
子
に
劃
し
て
何
ら
か
の
束

縛
が
で
き
れ
ば
ま
た
別
で
あ
る
。

し
か
し
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
認
可
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
そ

う
考
え
て
く
る
と
③
の
選
揮
が
必
然
的
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

却
に
閥
連
し
、
僕
が
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
い
、
拘
束
を
受
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
お
「
崇
頑
十
二
年
朱
得
組
立
招
賛
臆
主
文
書
」



を
紹
介
し
た
い
。

招
賛
臆
主
文
書
を
立
て
る
僕
人
朱
得
組
、
原
名
朱
租
得
は
本
村
の
人
で
あ
り
、
年
齢
は
四
十
一
歳
で
あ
る
。
〈
朱
得
租
は
)
家
が
貧
し
く

(
妻
亡
き
の
ち
)
後
妻
を
要
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
父
親
と
相
談
し
、
質
家
は
質
弟
が
縫
い
で
従
来
の
役
に
服
す
る
こ
と
と
し
、

(
自
分
は
)
仲
介
者
に
依
頼
し
て
身
一
つ
で
本
村
の
家
主
在
承
恩
堂
の
地
僕
で
あ
る
ハ
朱
〉
時
新
の
息
子
の
嫁
で
あ
る
胡
早
弟
に
入
賞
し

て
夫
婦
に
な
り
、
家
主
お
よ
び
房
長
の
役
に
服
し
、
名
前
は
朱
得
租
と
改
め
る
。
婿
入
り
し
て
の
ち
は
、
す
べ
て
家
主
(
在
承
恩
堂
〉
の
お

き
て
に
従
い
、
分
に
安
ん
じ
て
生
活
し
、
主
人
が
要
求
す
る
役
に
鷹
じ
、
朱
姓
の
門
戸
を
支
え
、
死
ぬ
ま
で
朱
姓
の
宗
涯
を
継
承
す
る
。

入
賞
す
る
前
に
他
人
へ
の
借
金
が
あ
っ
て
も
朱
姓
の
家
産
で
賠
償
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま
た
朱
姓
の
資
産
で
貸
家
の
老
父
を
密
か
に
養
う

謹
誠
が
な
い

こ
と
を
懸
念
し
、

こ
と
は
し
な
い
。
も
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
同
居
し
て
い
る
親
族
が
家
主
に
訴
え
る
こ
と
を
許
し
、
公
正
な
慮
理
に
従
う
。
今

〈

口

)

こ
の
文
書
を
作
成
し
誼
媛
と
し
て
残
す
。

せ
て
他
家
(
同
じ
朱
姓
で
あ
る
か
ら
同
族
と
も
考
え
ら
れ
る
〉
に
婿
入
り
し
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
長
子
は
出
縫
し
な
い
と
い
う
原
則
は

- 79ー

以
上
の
文
書
に
お

い
て
注
目
す
べ
き
は
、
長
子
で
あ
る
朱
得
租
が
家
が
貧
し
く
後
妻
を
要
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
質
家
を
縫
ぐ
の
は
弟
に
ま
か

守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
、

加
と
同
じ
く
一
般
に
貫
子
に
は
用
い
ら
れ
な
い
は
ず
の
「
承
嗣
」
と
い
う
語
句
が
賀
子
た
る
弟
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
貫
子
に
敢
え
て

「
承
嗣
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
得
租
の
入
賞
後
僕
で
あ
っ
た
父
親
が
負
っ
て
い
た
努

役
を
受
け
繕
ぎ
服
す
る
の
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
入
賓
と
そ
の
後

の
父
親
の
労
役
負
捨
を
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
、
得
組
は
父
親
と
の
み
相
談
し
て
お
り
、
主
人
は
全
く
関
わ
っ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
僕

と
は
契
約
上
の
傍
役
義
務
を
果
た
す
存
在
で
あ

っ
て、

そ
の
業
務
内
容
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
人
間
存
在
そ
れ
自
睦
の
拘
束
は
意
味
し
て
い
な

僕
と
な
っ
た
者
は
僕
と
し
て
の
業
務
を
息
子
の
一
人
に
受
け
縫
が
せ

(

活

)

れ
ば
よ
く
、
他
の
息
子
は
全
く
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
か
つ
て
「
徽
州
在
氏
の
移
動
と
商
業
活
動
」
の
中
で
、
佃
僕
で
あ

い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
は
、
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丹
、
た
者
が
行
一
商
人
と
な
っ
て
外
地
へ
赴
き
、
財
を
得
て
蹄
郷
し
て
建
て
た
と
い
う
比
較
的
大
き
な
清
代
の
家
が
委
源
豚
在
日
に
今
日
も
残
っ
て
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い
る
こ
と
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
佃
僕
な
い
し
僕
た
る
者
は
、

そ
の
傍
役
を
代
行
す
る
者
さ
え
い
れ
ば
な
ん
ら
身
柄
を
拘
束

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

か
り
に
佃
僕
に
二
人
の
息
子
が
い
た
と
し
て
、
息

子
の
う
ち
の
一
人
が
父
親
が
負
っ
て
い
た
傍
役
を
纏
げ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
の
息
子
が
縫
ご
う
が
、
他
の
一
人
が
行
一商
人
と
な
っ
て

家
を
出
て
行
こ
う
が
、
主
人
の
開
興
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
中
圏
全
土
は
勿
論
、
徽
州
全
瞳
に
一

般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
徽
州
に
つ
い
て
い
え
ば
、
行
商
一
人
と
し
て
外
地
へ
赴
く
者
が
極
め
て
多
か
?
た
こ
と
の
背
景
の

一
つ
と
し
て
こ
う
し
た
現
寅
が
あ

司
た
と
解
調
停
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

州
に
お
い
て
、

以
上
の
「
入
賞
文
書
」
お
よ
び
入
賞
に
よ
る
「
臆
主
・
臆
役
文
書
」
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
決
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
、
明
清
時
代
の
徽

入
賞
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
徽
州
以
外
の
例
で
は
あ
る
が
、
安
徽
省
合
肥
の
出
身

で
あ
る
李
鴻
章
の
父
親
の
許
文
安
は
、
妻
の
質
家
の
李
氏
に
縫
承
者
が
い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
結
婚
後
許
李
商
姓
を
稽
し
、
科
場
受
験
に
際

- 80-

し
て
、
息
子
た
ち
と
と
も
に
李
姓
を
稽
す
る
よ
う
に
な
司
た
と
い
わ
れ
る
。
李
氏
、
が
献
労
働
力
を
必
要
と
し
て
許
文
安
を
婿
と
し
て
迎
え
た
の
で

は
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
ま
さ
し
く
「
宗
」
を
継
が
せ
、
租
先
の
祭
杷
を
縫
が
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ

し
か
し
な
が
ら
、
本
文
書
目
録
中
の
入
賞
に
閲
わ
る
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
僕
の
場
合
を
含
め
て
主
人
を
も
ち
役
を
負
捻
す
る
者
の
家

ろ
う
。

に
婿
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
の
招
賛
の
主
要
な
目
的
は
、

「宗
」
を
継
ぐ
者
を
確
保
す
る
と
い
う
観
念
的
な
こ
と
よ
り

は
、
主
家
に
劃
し
て
負
っ
て
い
る
傍
役
を
受
け
繕
ぐ
た
め
な
ど
男
手
の
勢
働
力
の
確
保
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
示

し
た
「
入
賞
文
書
」
が
作
成
さ
れ
た
目
的
は
、
婿
が
妻
家
が
負
っ
て
い
た
役
を
負
携
す
る
こ
と
を
妻
の
家
の
み
な
ら
ず
妻
の
家
の
主
家
に
劃
し

て
も
約
す
る
こ
と
に
あ

司
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
葉
願
恩
氏
は
、
主
僕
の
名
分
は
終
身
的
闘
係
で
あ
り
子
孫
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
、
逃
亡

(
川
口
)

し
た
場
合
に
は
主
人
は
自
ら
ま
た
は
官
府
に
願
い
出
て
こ
れ
を
捕
縛
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主
僕
の
関
係
と
は
、
以
上
の

文
書
か
ら
、
明
清
時
代
の
徽
州
に
お
い
て
は
契
約
に
も
と
づ
く
闘
係
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
主
僕
の
名
分
が
子
孫
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
こ
と
の

貫
質
的
意
味
は
、
戸
籍
の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
父
親
が
負
っ
て
い
た
傍
役
内
容
を
子
は
負
携
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
子



孫
す
べ
て
が
そ
の
身
を
拘
束
さ
れ
労
役
を
負
携
し
、
従
っ
て
子
孫
が
増
え
れ
ば
傍
役
の
内
容
も
総
量
も
増
大
す
る
と
い
う
意
味
で
は
必
ず
し
も

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
人
は
そ
の
業
務
内
容
が
保
謹
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
役
の
主
睦
の
交
替
に
つ
い
て
も
、
ま
た
役
を
負

携
す
る
義
務
が
な
い
僕
の
家
人
に
劃
し
で
も
ほ
と
ん
ど
開
興
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
僕
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
主
人
に

劃
し
て
負
う
べ
き
義
務
を
質
量
に
お
い
て
果
た
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
主
人
に
劃
し
て
負
う
べ
き
義
務
た
る
役
を
果
た

す
存
在
を
確
保
し
保
謹
す
れ
ば
、

そ
の
他
の
家
人
が
ど
の
よ
う
な
業
務
に
つ
こ
う
が
基
本
的
に
自
由
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
徽
州
か
ら
多
く
の
人
聞
が
他
所
へ
行
一
商
な
い
し
そ
の
他
の
業
務
を
求
め
て
出
て
い
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
2〉

買

身

文

書

『
徽
州
千
年
契
約
文
書
』
所
牧
の
文
書
に
見
る
限
り
、
他
姓
の
者
が
「
承
縫
」
者
と
な
る
場
合
、
代
慣
が
支
排
わ
れ
、

寅
身
文
書
と
ほ
ぼ
同
様
な
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
目
録
に
あ
る
買
身
文
書
の
貰
身
の
や
園
事
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
却
の

「賀
牌
婚
書
」
が
そ
の

縛
で
あ
る
小
女
を
姪
(
お
そ
ら
く
は
呉
士
舘
)
へ
、
却
の
「
質
解
婚
書
」
が
呉
土
錯
が
鮮
で
あ
る
小
女
を
李
へ
、
と
も
に
順
治
六
年
に
貰
却
し

て
い
る
文
書
を
除
き
、
担
と
4
は
義
男
の
子
、
お
は
地
僕
の
子
、
そ
の
ほ
か
は
貫
子
を
貰
却
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
契
約
文
書
に
共
通

す
る
の
は
、
代
債
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
買
ら
れ
る
者
の
年
齢
が
比
較
的
幼
少
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
僕
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

前
述
し
た
よ
う
に
、
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い
る
も
の
は
お
、
義
男
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
親
人
に
貰
っ
た
4
、
義
子
と
す
る
の
は
制
、
子
と
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の

+
』
仇
川
凶
、

t
4
 
必
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

貰
却
先
が
家
主
(
房
東
)
で
あ
る
の
は
、

35 

訂、

m
め
で
あ
り
、

ぉ
、
幻
お
よ
び
必
は
買
ら
れ
た
者
の
逃
亡
を

禁
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
貫
子
を
買
る
も
の
の
う
ち
お
と
お
の
買
主
に
し
て
代
債
を
受
け
取
る
父
親
は
僕
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
お
は
目
録
の

文
書
名
に
は
「
貰
子
爵
僕
契
」
と
あ
る
が
、
文
書
内
に
は
貰
却
し
た
息
子
を
僕
と
す
る
と
い
う
字
句
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
加
、
話
、

521 

お
と
お
で
は
僕
の
子
で
あ
っ
て
も
主
人
で
は
な
く
僕
た
る
父

親
自
身
が
そ
の
子
を
貰
買
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
僕
の
主
人
た
る
者
の
権
利
が
僕
た
る
者
の
子
に
ま
で
及
ぶ
場
合
と
及
ば
な
い
場
合
と

4
は
主
人
が
そ
の
義
男
や
地
僕
の
子
を
貰
買
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
一
方
、
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が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

ぬ
と
却
を
含
め
、

M
A

か
ら
4
ま
で
の
文
書
に
は
文
書
中
に
「
婚
書
」
な
い
し
「
婚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

「
婚
書
」
と
は
一
般
に
婚
姻
に
伴
い
作
成
さ
れ
る
契
約
文
書
で
あ
る
。
例
え
ば
、

入
費
の
場
合
、
婿
の
立
場
は
弱
く
、
妻
家
に
侮
ら
れ

欺
か
れ
や
す
い
た
め
に
「
婚
書
」
を
作
成
す
る
。
そ
れ
で
は
質
質
的
に
「
貰
身
」
を
内
容
と
す
る
文
書
が
な
ぜ
「
婚
書
」
と
稽
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

「婚
」
を
あ
く
ま
で
結
婚
と
考
え
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
推
測
が
成
り
立
つ
。
中
園
に
お
い
て
は
子
は

「宗
」
を
受
け
縫
ぐ
存
在
で

あ
り
、
親
個
人
の
所
有
物
と
は
観
念
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
親
が
子
を
貰
る
行
震
は
基
本
的
に
は
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
他
方
、
結
婚

は
「
宗
」
を
受
け
継
ぎ
次
代
に
引
き
渡
す
た
め
に
重
要
な
行
震
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
婚
は
同
時
に
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、

子
に
嫁
を
迎
え
る
経
済
力
を
も
た
な
い
親
は
、
買
主
に
子
の
結
婚
を
保
護
さ
せ
る
こ
と
で
子
を
買
る
行
痛
を
正
賞
化
し
、

そ
れ
が
形
式
化
し
た

と
も
い
え
る
し
、

ま
た
将
来
子
を
結
婚
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
方
法
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
但
し
、
以
上
の
解
樟
は
あ
く
ま
で

目

録

に

掲

げ

た

文

書

の

う

ち

、

「

縫

書

」

な

ど

と

稿

さ

れ

て

お

り

、

の
買
主
の
纏
承
者
と
な
っ
て
い
る
黙
で
特
徴
的
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
異
姓
の
者
を
繕
承
者
と
す
る
場
合
の
文
書
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す

こ
の
う
ち
道
光
二
十
二
(
一
八
四
二
)
年
に
作
成
さ
れ
た
必
は
買
契
を
立
て
た
胡
加
群
自
身
が

42 

必
、
制
は
「
出
縫
文
書
」
、

代
債
を
得
て
貰
却
さ
れ
る
者
が
異
姓

- 82ー

想
像
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い
。

べ
て
男
子
を
出
縫
す
る
親
が
立
書
し
て
い
る
。

手
本
を
も
と
に
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
誤
{
子
や
讃
解
不
能
の
文
字
が
多
く
見
ら
れ
る
。

出
横
書
を
立
て
る
人
胡
加
群
に
は
四
人
の
子
が
い
る
。
と
こ
ろ
で
お
も
い
が
け
ず
飢
謹
に
あ
い
生
活
が
困
難
と
な
?
た
。
そ
こ
で
妻
李
氏

と
相
談
し
、
と
も
に
願
っ
て
、
仲
介
の
者
に
頼
ん
で
契
約
蓄
を
書
き
、
(
息
子
の
一
人
を
〉
朱
容
貴
の
纏
子
と
し
、
そ
の
宗
を
縫
が
せ
、

(
朱
の
?
)
家
教
の
法
に
従
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
賢
人
、
買
人
、
仲
介
入
の
三
者
は
話
し
合
い
、
子
の
買
債
酒
水
は
す
で
に
受
領
し
、

た
だ
ち
に
出
纏
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
。
子
供
の
(
買
身
〉
代
債
な
ど
は
そ
の
兄
弟
が
受
け
取
っ
た
。
種
子
と
し
た
子
は
己
丑
(
道
光
九
)

の
年
七
月
二
十
五
日
午
の
と
き
に
生
ま
れ
、
名
を
改
め
連
龍
と
す
る
。
風
前
の
燈
は
常
な
ら
ず
、

(
賂
来
何
が
お
と
っ
て
も
)
そ
れ
は
天



命
で
あ
る
と
こ
こ
ろ
え
る
。
も
し
、
繋
明
や
夜
中
に
ひ
そ
か
に
逃
亡
し
た
場
合
に
は
、
す
べ
て
朱
家
に
累
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

(

初

)

口
頭
(
だ
け
)
で
は
誼
擦
が
な
い
こ
と
を
懸
念
し
、
こ
の
縫
書
を
作
成
し
、
永
遠
に
誼
援
と
し
て
残
す
。

光
緒
三
十
一
(
一
九
O
五
)
年
に
作
成
さ
れ
た
必
も
息
子
を
出
緩
し
た
父
親
査
徳
聾
自
身
が
買
契
を
書
い
て
お
り
、

順

に

出

継

し

て

改

名

さ

せ

そ

の

宗

を

躍

が

さ

せ

、

「

教

讃

、

査
徳
撃
は
次
子
を
朱
来

洋
銀
拾
元
正
を
受
け
取
っ
た
と
あ
る
。

ま
た
、

婚
妻
、

子
孫
護
且
接
代
宗
校
。

〔
(
朱
は
こ
の
子
を
〉
教
育
し
結
婚
さ
せ
、
こ
の
子
の
子
孫
は
(
朱
の
〉
宗
を
糧
ぐ
も
の
と
す
る
。
〕
」
と
あ
る
。

民
園
四
ハ
一
九
一
五
)
年
に
作
成
さ
れ
た
M

悼
の
表
題
は
「
買
子
出
宗
約
」
と
な

っ
て
い
る
が
、

文
書
内
の
記
述
に
は
「
出
宗
援
」
と
あ
り
、

以
下
の
如
く
で
あ
る
。

子
を
出
宗
さ
せ
る
文
書
を
作
成
す
る
人
緯
来
富
は
年
は
四
十
八
歳
で
本
府
本
勝
人
で
あ
り
、
租
が
全
富
に
居
住
し
た
者
で
あ
る
が
、
家
運

が
傾
い
た
た
め
に
十
歳
の
長
男
と
三
歳
の
次
男
の
二
人
の
息
子
を
手
元
に
お
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
来
富
は
年
老

い
病
気
が
ち
で
あ
り
、
頼
れ
る
親
族
も
お
ら
ず
生
活
の
遁
も
な
い
。
自
身
は
野
垂
れ
死
に
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
が
幼
児
を
何
に
託
し
た

ら
よ
い
の
か
。
そ
こ
で
幼
児
を
他
族
の
宗
に
移
し
、

そ
の
繁
築
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
媒
人
に
よ
っ
て
一
一
一
歳
の
幼
児
の
韓
許
生
を
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出
宗
さ
せ
て
在
永
蕎
を
縫
が
せ
そ
の
義
子
と
し

英
洋
二
十
四
元
を
受
け
取
る。

そ
の
姓
名
を
改
め
て
(
在
の
)
あ
と
を
躍
が
せ

る
。
も
し
宗
族
や
内
外
の
人
な
ど
が
も
め
ご
と
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
来
富
が
慮
理
す
る
。
出
宗
の
の
ち
は
こ
の
子
と
永
遠
に

往
来
し
な
い
。
た
だ
(
在
氏
が
)
膜
玲
(
異
姓
養
子
は
娯
始
子
と
も
稽
さ
れ
る
〉
の
よ
う
に
許
生
を
異
姓
と
み
な
さ
ず
貫
子
の
ご
と
く
育
て
て

欲
し
い
。
将
来
の
教
育
や
結
婚
は
在
の
思
案
に
任
せ
る
。

を
縫
ぎ
、
桑
に
宿
っ
て
生
き
る
よ
う
に
父
租
の
遺
産
の
恩
恵
が
長
く
績
く
よ
う
に
願
う
だ
け
で
あ
る
。

た
だ
(
許
生
が
〉
キ
リ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に

(多
く
の
子
孫
を
残
し
〉
永
遠
に
宗

(

幻

)

(
略
)

こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
は
貧
質
的
に
は
買
身
で
あ
る
が
、

ま
た
同
時
に
買
主
の
「
宗
」
を
縫
承
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

M
H

の
纏
子
は
三
歳
で

あ
る
。
こ
れ
を
『
大
明
律
集
解
』
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
改
姓
し
子
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
上
限
の
年
齢
で
あ
る
。
な
お
前
述
し

523 

た
よ
う
に
『
大
明
律
集
解
』
の
「
纂
註
」
に
は
、
異
姓
で
あ
っ
て
も
三
歳
以
下
で
あ
れ
ば
改
姓
し
養
育
で
き
る
が
「
嗣
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
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な
い
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
纏
子
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
庶
民
の
聞
で
は
「
宗
」
を
纏
ぐ
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
同
宗

(

幻

)

と
異
姓
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
養
親
は
養
子
の
生
家
に
代
債
を
支
排
う
習
慣
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
位
、
円
旬
、
叫
は
買
身
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
異
姓
の
者
を
「
承
縫
」
者
と
し
て
迎
え
る
際
の
文
書
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
は

他
の
「
買
身
文
書
」
と
書
式
や
内
容
に
共
、
逼
性
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
お
い
て
子
を
継
子
と
し
て
出
す
親
は
い
ず
れ
も
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
必
に
は
逃
亡
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
承
継
」
に
名
を
借
り
た
、
州
労
働
力
を
目
的
と
し
た
事
買
上
の

僕
を
得
る
た
め
の
便
法
で
あ
っ
た
と
す
る
方
が
安
嘗
で
あ
ろ
う。

(

3

)

 

そ
の
他
の
麿
主
・
腔
役
文
書

さ
き
に
、

「
承
縫
」
に
闘
わ
る
文
書
一
と
し
て
、

「
入
賞
文
書
」
お
よ
び
「
寅
身
文
書
」
に
つ
い
て
紹
介
し
検
討
し
た
。
そ
し
て
、

入
賞
を
内
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「
膝
主
・
雁
役
文
書
」
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
「
醸
主
・
麿
役
文

書
」
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
文
書
が
す
べ
て
入
賞
を
契
機
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
入
賞
以
外
の
契
機
に
よ
る

容
と
し
な
が
ら
も
、

麿
主
・
雁
役
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
書
中
に
は
、
僕
を
含
め
て
努
役
に
臆
じ
た
者
の
主
人
と
の
闘
係
に
つ
い

て
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
記
述
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
承
継
」
に
閥
わ
る
こ
と
以
外
は
簡
単
な
紹
介
に
止
め
た
い
。

47 
目
録
の
中
で
最
も
多
い
内
容
が
、
住
居
に
住
む
か
わ
り
に
家
主
(
房
東
・
房
主
・
東
主
・
東
)
が
要
求
す
る
使
役
に
従
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

錦
、
錦
、
印
、
町
、
日
が
そ
の
例
で
あ
る
。
従
来
居
住
し
て
い
た
住
居
の
家
主
の
使
役
に
雁
じ
る
と
い
う
内
容
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
住
居
に
住
み
始
め
る
段
階
で
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

円
引
は
住
居
に
住
む
代
償
と
し
て
、

一
年
に
五
日
と

家
主
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
際
し
て
の
使
役
に
臆
ず
る
こ
と
、

お
よ
び
年
賀
の
挨
拶
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
住
居
に
住
む
代
償
と
し

て
は
、
家
主
に
劃
し
て
、

無
異
。
」
と
あ
り
、

必
は
一
年
に
三
日
の
傍
役
と
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
際
し
て
の
使
役
、

。
は
「
廟
等
墳
壁
耕
種
田
地
、
接
迭
往
来
臆
付
、

日
は
墓
地
の
清
掃
、
墓
地
と
山
の
樹
木
の
監
視
、

お
よ
び
家
主
の
冠

お
そ
ら
く
は
廟
や
墓
地
に
附
属
す
る
団
地
の
耕
作
、



婚
葬
祭
に
際
し
て
の
何
ら
か
の
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
、

印
と
回
は
車
に
使
役
に
雁
じ
る
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
契
約
文
書
を

問
、
町
、
「
地
僕
」
と
あ
る
臼
を
除
い
て
、
契
約
に
よ
っ
て
僕
と
な
る
と
あ
る
の
は
印
と

日
で
あ
る
。
高
暦
十
八
三
五
九
O
)
年
に
作
成
さ
れ
た
印
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
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作
成
し
た
者
の
氏
名
に
「
僕
人
」
と
あ
る
訂
、

自
ら
を
家
主
に
投
じ
る
文
書
(
を
作
成
す
る
)
人
楊
枇
得
は
鯵
鯨
七
都
三
口
〈
H

圏
)
の
住
人
で
あ
る
。

父
母
は
な
く
、

兄
弟
妻
子
も
な

く
、
身
に
依
る
べ
き
衣
食
も
な
く
、
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
自
ら
願
っ
て
仲
介
入
に
依
頼
し
て
休
寧
鯨
十
二

都

渠

口

の

家

主

涯

の

名

下

に

身

を

投

じ

、

身

を

投

じ

た

後

は

い

つ

で

も

そ

の

使

役

に

慮

じ

、

し
、
逐
一
在
家
の
規
矩
と
理
法
を
遵
守
し
、
こ
れ
に
違
反
し
な
い
。
ま
た
飲
酒
し
て
騒
い
だ
り
喜
妓
を
交
え
て
の
賭
博
な
ど
悪
い
こ
と
を

し
て
傾
惰
に
陥
い
ら
ず
誤
り
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
主
が
官
府
に
訴
え
官
府
が
理
法
に
照
ら
し

甘
ん
じ
て
そ
の
僕
と
な
る
。

勤
勉
に
生
活

て
慮
理
し
、
住
居
か
ら
退
出
さ
せ
仕
事
を
さ
せ
な
く
な
っ
て
も
こ
れ
に
従
う
。
こ
れ
は
〈
自
ら
〉
甘
ん
じ
て
〈
身
を
)
投
じ
た
の
で
あ
る

文り
書?
を 9

作ふ
成、

し風
、前

永の
遠煙

誼の
援ご
と と
しく
て〉

残で

てaf
天
の
命
は
不
出
現
で
な
い
。

家
主
は
関
係
し
な
い
。
今
人
心
に
は
誼
擦
が
な
く
〈
H
H
人
の
心
は
第
わ

(
そ
こ
で
人
心
に
は
誼
擦
が
な
い
こ
と
を
懸
念
し
、
〉
こ
の

- 85ー

か
ら
身
内
の
者
、
が
異
論
を
唱
え
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い
。

(
身
を
〉
投
じ
た
後
は
永
遠
に
(
質
家
の
)
宗
に
は
畏
ら
な
い
。
も
し
来
歴

不
明
の
こ
と
が
あ
れ
ば
す
べ
て
仲
介
入
が
責
任
を
も
っ
て
慮
理
し
、

日
を
簡
略
化
し
た
記
述
内
容
の
乾
隆
十
八
三
七
五
三
〉
年
に
作
成
さ
れ
た
回
に
は
「
所
有
麿
役
規
矩
、

ゆ
る
負
捲
す
べ
き
役
の
規
矩
は
、
す
べ
て
屋
内
の
蓄
例
に
よ
る
。
〕
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
規
矩
」

理
道
徳
で
は
な
く
、
始
業
時
間
や
休
憩
な
ど
仕
事
に
関
す
る
き
ま
り
と
考
え
た
方
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

な
お
、

悉
照
屋
内
醤
例
。

〔
あ
ら

「
理
法
」
と
は

一
般
的
倫

「
自
投
之
後
、
永
不
諦
宗
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
僕
と
な
っ
た
楊
祉
得
は
主
人
の
在
の
籍
に
入
り
、

は
在
氏
の
同
族
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
司
た
可
能
性
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
姓
も
改
め
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
後
日
楊
祉
得
の
子
孫
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と
こ
ろ
で
、
楊
枇
得
に
は
住
居
も
生
活
の
手
段
も
な
い
。
そ
の
た
め
に
涯
の
持
ち
家
に
住
み
、

そ
の
僕
と
な
り
傍
役
に
鹿
じ
る
こ
と
と
な
っ
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た
。
問
題
は
主
人
の
要
求
に
麿
じ
な
か
っ
た
場
合
の
慮
置
で
あ
る
。
日
で
は
住
居
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
と
あ
る
。
楊
祉
得
に
と
っ
て
住
居
か
ら

追
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
同
時
に
失
業
を
も

4

意
味
す
る
。
逆
に
い
え
ば
、
楊
祉
得
に
と
っ
て
「
服
役
」
は
住
居
と
仕
事
を
得
る
こ
と
で
も
あ
司
た

と
い
え
る
。
他
方
、
。
、
日
は
逃
亡
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
僕
な
ど
勢
役
を
負
っ
て
い
る
者
が
勝
手
に
出
て
行

く
こ
と
は
許
さ
な
い
が
、
彼
等
が
義
務
を
果
た
さ
な
い
場
合
に
は
家
主
は
こ
れ
を
追
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
一
見
家
主
が
一
方
的
に
権
利
を
も

っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
僕
ら
が
そ
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る
場
合
に
も
家
主
は
恋
意
的
に

こ
れ
を
追
い
出
す
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
に
は
「
鰹
公
理
治
、
退
出
不
用
」
と
官
に
訴
え
て
慮
理
す
る
こ
と
、
日
に
は
「
自
後
永

遠
小
心
服
事
、
不
得
大
鵬
違
背
。
如
有
等
情
、
聴
房
主
蕗
治
、
無
僻
。
〔
以
後
永
遠
に
心
し
て
事
に
服
し
、
大
臆
に
も
こ
れ
に
背
い
て
は
い
け

な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
家
主
が
慮
罰
し
て
も
訴
え
た
り
は
し
な
い
。
〕
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
家
主
の
都
合
の
み
で

追
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
勿
論
、
力
関
係
の
上
か
ら
家
主
が
な
ん
ら
か
の
理
由
を
で
っ
ち
あ
げ
て
遣
い

必
は
呉
廷
康
が
妻
の
枢
を
葬
る
場
所
が
な
く
、
家
主
の
宗
澗
が
あ
る
山
に
葬
り
、
代
償
と
し
て
「
毎
年
各

納
宗
洞
工
乙
日
以
償
国
税
。
」
と
あ
る
よ
う
に
毎
年
一
日
第
役
に
服
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
必
は
程
招
保
に
は
耕
作
す
る
団
地
が
な
い
た

以
上
に
あ
げ
た
も
の
以
外
で
は
、
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出
す
こ
と
は
質
際
に
は
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

め
、
程
の
二
房
に
投
じ
て
義
男
と
な
っ

て
そ
の
団
地
を
耕
作
し
租
を
納
め
、
二
房
の
子
孫
の
使
役
に
膝
じ
、
墓
地
の
監
視
等
に
嘗
た
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
ま
た
日
は
、
主
家
の
家
産
分
割
に
際
し
、
第
役
に
従
事
し
て
い
た
佃
僕
を
、
蓄
来
の
主
人
が
一
族
の
者
に
頁
却
し
、
買
却
さ
れ

た
佃
僕
は
新
し
い
主
人
の
下
で
傍
役
に
服
す
る
こ
と
を
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
但
し
、

」
れ
は
家
産
分
割
に
際
し
て
一
人
の
人
聞
を
等
分
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
頁
却
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
慮
理
し
た
の
か
、

そ
れ
と
も
佃
僕
が
耕
作
し
て
い
た
回
が
買
却
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
庭
置

で
あ
る
の
か
剣
然
と
し
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
佃
僕
に
針
す
る
牧
租
権
と
僕
の
傍
役
を
得
る
権
利
が
家
産
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

臼
は
、
家
主
の
世
僕
で
あ
る
在
新
志
の
子
と
な

り
そ
の
宗
に
入
っ
た
在
正
場
が
、
在
新
志
の
兄
弟
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
在
天
志
の
次
子
一
踊
鴫
と
家
産
を
分
割
し
、
一
帽
鴫
と
と
も
に
家
主
が
要
求

ャ
I
」

'
Y
』、

団
地
な
ど
と
同
様
に
、

そ
れ
が
必
要
に
よ
っ
て
は
賓
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



す
る
差
役
昌
一
寸
の
努
役
に
嘗
た
る
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
臼
は
、
胡
積
書
の
婿
と
な
っ
た
胡
麿
鳳
は
、
胡
積
書
の
娘
で
あ
る
妻
の
死
後
新

た
な
嫁
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
胡
積
書
夫
妻
が
年
老
い
た
た
め
に
次
の
こ
と
を
と
り
決
め
て
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
胡
積
書
に

代
わ
っ
て
家
主
の
回
を
耕
作
し
て
租
を
納
め
る
こ
と
。
②
但
し

一
部
は
保
留
し
て
胡
積
蕎
自
身
が
耕
作
し
、
老
後
の
生
活
費
に
嘗
て
る
こ
と
。

③
住
居
も
胡
積
書
夫
婦
と
分
け
る
こ
と
。
④
将
来
胡
積
書
が
さ
ら
に
年
老
い
て
保
留
部
分
が
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
胡
鷹
鳳
夫
婦
が

老
夫
婦
の
世
話
を
す
る
こ
と
。
⑤
胡
積
書
夫
妻
の
死
後
は
胡
麿
鳳
が
保
留
部
分
を
継
承
す
る
こ
と
。
⑥
胡
麿
鳳
は
胡
積
蕎
か
ら
受
け
纏
い
だ
土

地
を
他
人
に
小
作
に
出
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
な
お
、
胡
積
書
の
保
留
部
分
の
租
は
誰
が
納
め
る
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

こ
の
文
書
に
は
麿
主
文
書
と
あ
り
、
家
主
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
胡
積
需
の
老
後
の
生
活
を
ど
う
す
る
か
、
家
産
の
縫
承

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
取
り
決
め
た
文
書
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

順
治
六
ハ
一
六
四
九
〉
年
に
作
成
さ
れ
た
臼
は
、

傭
工
で
あ
っ
た
者
が
僕
で
あ
る
女
性
と
結
婚
し
、

自
ら
も
僕
と
な
司
た
例
で
あ
る
。

ー寸

承
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纏
」
と
は
直
接
関
係
な
い
が
興
味
深
い
内
容
な
の
で
-
記
し
て
お
く
。

績
漠
豚
十
三
都
萱
園
の
文
書
を
作
成
す
る
人
胡
文
高
は
、
凶
作
に
よ
っ
て
衣
食
の
た
め
の
責
も
な
い
た
め
、
自
ら
願

っ
て
親
族
の
胡
郎
夏

に
依
頼
し
て
身
一
つ
で
証
氏
の
傭
工
と
な
っ
て
生
活
す
る
こ
と
に
し
、
毎
月
賃
金
を
受
け
取
り
、
こ
の
賃
金
は
き
ち
ん
と
支
排
わ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
で
今
在
家
の
僕
で
あ
る
こ
十
二
歳
の
新
喜
と
い
う
女
性
が
い
た
。
そ
こ
で
私
胡
文
高
は
再
び
親
族
の
胡
郎
夏
に
依
頼
し
て
仲

介
し
て
も
ら
い
、
在
家
の
僕
と
な
っ
て
、
新
喜
と
結
婚
し
妻
と
し
た
。
結
婚
費
用
等
は
一
切
支
掛
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
私
自
身
が

願
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
貰
買
に
よ
っ
た
り
強
制
さ
れ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
。
結
婚
後
は
、
妻
は
主
人
が
購
入
し
た
僕
婦
で
あ
る
か
ら
、

私
胡
文
官
同
は
主
人
に
生
活
を
委
ね
る
身
と
な
り
、
そ
の
使
役
に
麿
じ
、
反
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
主
人
の
衣
物
を
持
ち
出
し
て
?

謹
妓
を
買
っ
た
り
酒
を
飲
ん
だ
り
せ
ず
、
怠
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
主
人
が
注
意
を
し
て
も
文
句
は
言

わ
な
い
。
ま
た
も
し
(
妻
子
を
〉
拐
帯
し
て
逃
げ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
仲
介
入
が
虚
理
す
る
。
何
か
議
想
し
な
い
よ
う
な
こ
と

が
起
き
て
も
そ
れ
は
天
命
の
し
か
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
主
人
に
は
閥
係
な
い
。
今
詮
擦
が
な
い
こ
と
を
懸
念
し
、
こ
れ
を
作
成
し
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(
川
品
〉

誼
擦
と
し
て
残
す
。ま

ず
傭
工
〈
麗
工
)
と
僕
と
の
相
違
が
わ
か
る
。

(

お

)

主
人
に
隷
属
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
基
本
的
待
遇
は
給
料
を
も
ら
う
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
射
し
て
、
僕
に
な
司
た
場
合
は
結
婚
費
用
と
生
活

こ
の
文
書
か
ら
、

す
な
わ
ち
、
乾
隆
三
十
二
三
七
六
七
〉
年
以
前
に
お
い
て
は
、
傭
工
は

費
を
主
人
が
保
護
す
る
か
わ
り
に
、
そ
の
要
求
に
麿
え
て
使
役
に
麿
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
傭
工
で
あ
る
こ
と
と
僕
で
あ
る
こ
と
と
い
ず

れ
が
得
策
か
は
一
概
に
は
剣
断
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
の
習
慣
と
主
人
の
人
柄
に
か
か
っ
て
く
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
胡
文
高
は

一
切
の
費
用
を
か
け
ず
に
雇
主
涯
の
僕
婦
を
妻
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
第

一
は
、
文
書
に
あ
る
よ
う
に
、
胡

文
高
自
身
妻
が
欲
し
い
ゆ
え
に
敢
え
て
「
僕
に
身
を
落
と
し
た
」
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
、
傭
工
と
し
て
働
く
う
ち
に
涯
の
信
頼
を
得
、
涯
の

僕
婦
を
妻
に
迎
え
、
傭
工
よ
り
安
定
し
た
「
僕
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
」
場
合
で
あ
る
。
第
三
は
、
主
人
の
側
の
信
頼
に
よ
る
か
都
合
で
あ
る

か
は
別
と
し
て
、
主
人
の
側
が
僕
の
女
性
を
妻
と
し
て
押
し
附
け
、
代
償
と
し
て
胡
を
僕
と
し
た
場
合
で
あ
る
。

「
こ
の
こ
と
は
私
自
身
が
願

っ
た
こ
と
で
あ
り
、
買
買
に
よ
司
た
り
強
制
に
よ
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
よ
と
い
う
一
文
は
、

文
字
ど
お
り
に
も
解
穣
で
き
る
し
、

主
人
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に
よ
る
強
制
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
と
も
解
揮
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
弱
は
、
僕
人
胡
文
鼎
が
家
主
に
投
じ
て
冠
婚
葬
祭
の
傍
役
に
嘗
た
る
ほ
か
、
そ
の
団
地
を
小
作
し
銀
を
毎
年
毎
丁
一
銭
家
主
に
納

め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
で
は
、
こ
の
銀
の
納
入
は
十
六
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
と
時
聞
が
限
ら
れ
て
い
る
。
貯
は
、
李
と
呉
の
二

家
の
家
主
の
僕
で
あ
り
、
李
祉
法
兄
弟
と
共
同
で
租
を
納
め
て
い
た
在
普
生
が
、
租
を
納
め
ず
家
主
の
使
役
に
鹿
じ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

役
欠
租
」
と
し
て
、
家
主
が
知
牒
に
訴
え
取
り
調
べ
ら
れ
た
結
果
、
今
後
は
そ
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
日
は
、
程
和 抗

子
と
そ
の
姪
夏
得
等
が
家
が
貧
し
く
親
族
も
い
な
い
こ
と
か
ら
謝
廷
光
の
僕
と
な
り
、

団
地
や
山
を
給
さ
れ
、
こ
れ
を
耕
作
し
て
租
を
納
め
、

主
人
の
冠
婚
葬
祭
や
清
明
節
の
使
役
を
負
措
す
る
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、

入
賞
以
外
の
契
機
に
よ
る
臆
主
・
麿
役
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
衣
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
主
人
は
す
べ
て
家
主
で
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
服
役
す
る
者
は
す
べ
て
主
人
の
所
有
す
る
家
屋
に
住
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
第
役
に



従
事
す
る
契
機
と
し
て
、
家
主
が
所
有
す
る
家
屋
に
居
住
す
る
代
償
と
し
て
、
家
賃
を
支
排
う
か
わ
り
に
家
主
が
要
求
す
る
何
ら
か
の
傍
役
に

従
事
す
る
場
合
と
、
他
の
理
由
に
よ
っ
て
新
た
に
家
主
に
劃
し
て
何
ら
か
の
努
役
に
服
す
る
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
契
約
に
よ
っ
て

僕
に
な
る
か
否
か
、
ま
た
契
約
以
前
に
僕
で
あ
っ
た
か
否
か
は
一
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
者
の
場
合
、
僕
に
な
る
と
い
う
表
現
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
そ
の
傍
役
は
極
め
て
聴
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
家
主
が
要
求
す
る
傍
役
を
僕
な
い
し
庖
子
が
思
避
し
た
場
合

に
は
、
主
人
な
い
し
家
主
は
、
官
に
訴
え
て
こ
の
僕
な
い
し
庖
子
を
住
ま
わ
せ
て
い
た
家
屋
か
ら
追
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
家
主

に
で
き
る
こ
と
は
お
お
む
ね
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
も
、
家
主
の
所
有
す
る
家
屋
に
居
住
し
た
時
貼
で
は
些
か
も
傍
役
を
負
わ
な
か

っ
た
と
す
る
よ
り
も
、
前
者
の
よ
う
に
一
定
の
傍
役
を
負
指
す
る
こ
と
を
す
で
に
約
し
て
お
り
、
そ
れ
に
新
た
な
鉱
労
役
が
加
わ
っ
た
と
考
え
る

方
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
住
居
に
住
む
こ
と
に
よ
る
に
せ
よ
そ
の
他
の
契
機
に
よ
る
に
せ
よ
、
徽
州
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
償
は

金
銭
で
は
な
く
傍
役
に
よ
っ
て
支
携
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
傍
役
の
量
は
家
主
の
窓
意
に
も
と
づ
く
と
い
う
よ
り
は
、
嘗
時
に
お
け
る

習
慣
な
い
し
相
場
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
傍
役
を
負
う
者
は
主
人
に
と
っ
て
一
種
の
資
産
と
し
て
機
能
し
得

「
貰
身
文
書
」
に
一
示
さ
れ
た
よ
う
な
幼
少
時
の
買
身
を
除
き
、
鉱
労
役
あ
る
い
は
傍
役
負
捨
者
そ
れ
自
瞳
が
買
買
な
い
し
譲
渡

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
役
負
捨
者
が
居
住
す
る
家
屋
や
耕
作
し
て
い
た
団
地
が
買
買
な
い
し
譲
渡
さ
れ
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
物
件
に
附
随

n
w
d
 。。

て
い
た
。
但
し
、

し
て
主
人
が
襲
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

結

至五
口口

徽
州
文
書
中
の
「
承
継
」
、

「
入
賞
L

、

「
買
身
」
、

「
麿
主
・
麿
役
」
各
文
書
を
紹
介
し
分
析
検
討
し
て
き
た。

こ
こ
に
紹
介
し
た
文
書
か

ら
衣
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

①
男
の
寅
子
が
い
な
い
場
合
、
各
人
は
「
承
縫
」
者
を
迎
え
る
。
そ
の
際
、
兄
弟
の
子
、
同
宗
親
族
の
息
子
に
あ
た
る
世
代
の
男
子
を
「
承
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総
」
者
と
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、

し
か
も
法
に
か
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
質
際
に
は
兄
弟
以
外
の
同
宗
の
者
を
縫
子
に
迎
え
る
こ
と
は
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少
な
か
っ
た
し
、
他
方
娘
に
婿
を
迎
え
た
り
姻
戚
の
男
子
や
異
姓
の
者
を

「
承
縫
」
者
と
し
て
迎
え
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
但
し
、
娘

に
婿
を
迎
え
た
り
姻
戚
の
男
子
や
異
姓
の
者
を
「
承
縫
」
者
と
し
て
迎
え
る
場
合
、
法
的
に
は
親
族
の
同
意
一
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
本
論
文

に
と
り
あ
げ
た
文
書
に
関
す
る
限
り
、
異
姓
の
者
を
縫
承
者
と
し
て
迎
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
親
に
代
債
が
支
掛
わ
れ
た
。
な
お
、
本
論
が
と

り
あ
げ
た
例
は
す
べ
て
徽
州
内
部
に
居
住
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
周
溢
に
居
住
す
る
親
族
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
行
一商
や
移
住

な
ど
に
よ
っ
て
他
地
域
に
移
住
し
た
者
は
周
迭
に
居
住
す
る
親
族
が
不
在
か
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
族
の
中
か
ら
縫
承
者
を
得
る
こ

と
は
勿
論
、
同
意
を
得
る
親
族
も
多
く
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

②

「
承
継
」
者
を
迎
え
る
こ
と
は
寡
婦
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
男
の
貫
子
が
い
な
い
夫
婦
が
「
承
縫
」
者
を
迎
え
る
目
的
は
、
主
要
に
は
、

第
一
に

「宗
」
を
縫
承
さ
せ
、
義
父
母
と
な
る
自
分
た
ち
お
よ
び
祖
先
の
祭
杷
を
お
こ
な
わ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
自
分
た
ち
の
老
後
の
生
活
を

保
誼
さ
せ
る
こ
と
、
第
三
に
家
産
を
受
け
縫
が
せ
管
理
さ
せ
る
こ
と
、

第
四
に
労
役
な
ど
の
負
捻
を
受
け
縫
が
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

し
台、

し

現
質
に
は
家
産
の
縫
承
管
理
と
労
役
負
携
の
繕
承
を
含
め
た
継
親
の
老
後
の
生
活
の
保
謹
が
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
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た
、
家
産
は
個
人
の
所
有
物
で
は
な
く
、
租
先
か
ら
受
け
縫
が
れ
管
理
す
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
兄
弟
や
同
族
の
中
に
資
産
を
も

ち
な
が
ら
男
の
質
子
が
い
な
い
者
が
い
れ
ば
、
や
間
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
兄
弟
は
他
人
が
家
産
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
望
ま
ず
、
自
分
の
息
子
が

家
産
の
後
縫
者
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
資
産
が
無
く
、

し
か
も
傍
役
負
携
を
負
っ
て
い
な
い
者
の
多
く
は
、
寅
子
が
い
な

い
場
合
に
は
敢
え
て

「
承
権
」
者
を
迎
え
る
貫
際
的
必
要
性
は
な
か
司
た
と
思
わ
れ
る
。

③
「
入
賞
」
な
い
し

「
招
賛
」
は
次
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
、
男
の
質
子
が
い
な
い
場
合
親
が
娘
に
婿
を
と
る
。
二
、
息
子
が

死
ん
だ
場
合
に
親
が
息
子
の
嫁
に
婿
を
と
る
。
三
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
未
亡
人
が
婿
を
と
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
文
書
か
ら
見
る
限
り
、
第
役
の

義
務
を
負
う
僕
な
ど
に
多
い
。

一
般
に
住
居
を
借
り
る
場
合
、
家
主
に
劃
し
て
家
賃
の
代
わ
り
に
な
ん
ら
か
の
傍
役
義
務
を
負
う
。
あ
る
い
は

僕
な
ど
は
主
人
の
使
役
を
負
い
、
主
人
が
所
有
す
る
住
居
に
住
む
。
従
っ
て
、
家
屋
に
住
む
者
は
老
齢
に
な
り
傍
役
義
務
が
果
た
せ
な
く
な
っ

た
場
合
、
住
む
家
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
家
主
に
と
っ
て
も
無
料
で
彼
等
の
衣
食
住
を
確
保
し
て
や
る
こ
と
は
利
に
合
わ
ず
、

か
と
い
っ
て
老



齢
者
を
這
い
出
す
こ
と
は
情
に
お
い
て
忍
び
難
い
し
恨
み
を
買
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
主
人
は
、
僕
な
ど
家
屋
に
居
住
す
る
者
に

劃
し
て
、

息
子
が
い
な
い
者
に
は
労
役
を
継
承
す
る
者
を
、

な
か
で
も
娘
や
嫁
が
い
る
者
に
は
婿
を
迎
え
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
た
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
妻
を
迎
え
る
だ
け
の
資
産
が
な
い
者
に
と
っ
て
、
資
産
が
な
い
者
の
継
承
者
に
な
っ
て
も
妻
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

「
入
賞
」
す
れ
ば
少
な
く
と
も
住
居
の
ほ
か
妻
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
献
労
役
を
負
う
者
で
縫
承
者
を
迎
え
る
例
が
「
入
賞
」
に

比
べ
て
少
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
「
買
身
文
書
」
は
土
地
や
家
屋
の
貰
買
に
と
も
な
い
、
佃
戸
や
家
主
に
射
し
て
傍
役
負
措
の
義
務
が
あ
る
者
が
貰
却
さ
れ
る
例
も
あ
る
と

は
い
え
、
多
く
の
場
合
貰
却
さ
れ
る
の
は
貧
困
の
た
め
に
育
て
ら
れ
な
い
親
の
子
か
、
献
労
働
力
を
目
的
と
し
て
買
わ
れ
た
義
男
の
子
で
あ
り
、

比
較
的
幼
い
者
で
あ
る
。

『
大
明
律
集
解
』
に
は
、
三
歳
以
下
で
あ
れ
ば
異
姓
の
者
を
改
姓
さ
せ
て
養
子
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
「
嗣
」
に

は
で
き
な
い
と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
①
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
以
降
は
異
姓
の
者
に
代
債
を
支
排
っ
て
宗
の
種
承
者
と
し
て
い
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る
例
が
み
ら
れ
る
。

⑤
身
を
投
じ
て
僕
に
な
り
、
あ
る
い
は
僕
と
な
ら
な
く
て
も
努
役
義
務
を
負
う
場
合
、
多
く
は
主
人
の
所
有
す
る
家
屋
に
居
住
す
る
代
償
で

あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
貰
身
な
ど
に
よ
っ
て
義
男
に
な
る
場
合
な
ど
を
除
い
て
、

一
般
に
は
主
人
と
僕
な
い
し
努
役
負
捨
者
と

の
関
係
は
人
格
的
な
支
配
関
係
で
な
い
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
僕
の
子
に
劃
し
て
主
人
が
貰
身
な
ど
の
権
を
行
使
す
る
場
合
も
普
遍
的
と
は
言

い
難
く
、
僕
の
子
は
あ
く
ま
で
父
親
が
負
っ
て
い
た
労
役
を
負
携
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
限
定
さ
れ
た
傍
役
義
務
を
内
容
と
し
て
も
つ
契
約
閥
係

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
僕
で
あ
る
者
が
息
子
を
複
数
持
っ
た
場
合
、
一
人
の
息
子
が
父
親
の
負
う
傍
役
義
務
を
果
た
せ
ば
よ
く
、

(

お

〉

他
の
息
子
は
多
く
原
則
的
に
自
由
で
あ

っ
た
場
合
が
少
な
く
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

最
後
に
、

れ
ら
の
規
定
は
本
来
は
あ
く
ま
で
官
た
る
者
に
劃
す
る
規
制
で
あ
っ
た
が
、

「
承
権
」
な
ど
の
規
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
現
代
以
降
民
間
の
庶
民
に
劃
し
て
も
成
文
法
上
巌
し
い
規
定
が
成
立
し
て
い
た
。
こ

そ
れ
が
民
聞
に
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
解
律
し
て
よ
い
と
思
わ

531 

れ
る
。
但
し
、
庶
民
の
生
活
に
お
け
る
現
賓
は
こ
の
よ
う
な
規
制
の
外
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
代
以
降
民
聞
の
庶
民
に
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劃
し
て
も
規
定
を
適
用
せ
ん
と
し
た
も
の
の
質
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
解
標
す
る
か
、
規
定
は
嘗
初
質
現
し
た
も
の
の
次
第
に
守
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
解
標
す
る
か
は
理
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
徽
州
文
書
に
み
る
限
り
、
少
な
く
と
も
明
清
時
代
の
徽
州
に
お
い
て
は
、

人
々
は
自
己
が
置
か
れ
た
現
質
こ
そ
重
要
で
あ
り
、

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

理
念
や
法
を
自
己
の
現
賓
の
利
盆
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
柔
軟
に
庭
用
し

註

*
本
文
お
よ
び
註
に
お
け
る
資
料
中
の
口
は
解
譲
不
能
の
文
字
。

〈
1
〉
『
近
代
中
園
』
第
二
十
五
傘
、
一
九
九
五
年
十
月
、
所
載
。

(
2
〉
滋
賀
秀
三
氏
は
『
中
園
家
族
法
の
原
理
』
(
創
文
祉
、
一
九
六
七

年
、
一
O
八
J
一
四
七
頁
。
)
に
お
い
て
、
「
承
継
」
に
つ
い
て
、

「
縫
」
「
嗣
」
と
は
人
(
人
格
)
を
受
け
縫
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
「
承
」

と
は
、
租
先
の
祭
杷
を
受
け
縫
ぐ
「
承
把
」
と
、
財
産
を
受
け
緩
ぐ

「
承
業
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
統
な
「
承
継
」
有
資
格

者
が
総
承
す
る
場
合
を
「
承
縫
」
と
い
い
、
そ
れ
以
外
の
者
が
家
産
な

ど
を
受
け
縫
ぐ
こ
と
を
「
承
受
」
と
い
う
と
さ
れ
、
宣
統
三
年
『
大
清

民
律
草
案
』
で
は

「
承
縫
」
と
「
承
受
」
と
が
二
つ
の
概
念
に
分
け
ら

れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
滋
賀
民
が
「
人
(
人
格
)
を
受
け
縫

ぐ
」
と
さ
れ
た
の
は
、
中
園
の

「
承
継
」
を
普
遍
的
な
概
念
に
よ
っ
て

読
明
す
る
た
め
に
法
律
上
の
概
念
を
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
「
人
〈
人
格
)
を
受
け
継
ぐ
」
と
い
う
概
念
が
、
中
園
の

「宗
」
や
「
宗
族
」
が
合
意
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
正
確
に
表
現
し
得
る

か
と
い
う
貼
で
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
あ
え
て

「『
宗
』
を
受
け
継
ぐ
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
。
但
し
、

一
般
的
意

味
と
し
て
の
縫
承
や
相
績
な
ど
と
区
別
し
た
特
殊
歴
史
概
念
と
し
て

「
承
縫
」
を
用
い
る
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
氏
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
M
.
フ
リ
ー
ド
マ
ン
以
来
、
日
本
語
の
歴
史
論
文
で
も
中
園
の

「
宗
族
」
を
示
す
の
に
「
リ
ェ

l
ジ

2
5曲
間
内
〉
」
と
い
う
社
合
同
人
類

皐
の
用
語
を
用
い
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
「
リ
ニ

1

ジ
」
は
構
造
形
態
や
機
能
な
ど
に
調
黙
を
あ
て
、
共
住
や
共
有
財
産
の

あ
り
方
な
ど
を
分
析
基
準
と
し
て
概
念
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
瀬
川
昌
久
氏
が
『
中
園
人
の
村
落
と
宗
族
』
(
弘
文
堂
、
一
九
九

一
年
)
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
中
園
の
「
宗
族
」
を

「
リ
エ

l
ジ
」
と

す
る
こ
と
へ
の
問
題
黙
の
み
な
ら
ず
、
英
文
な
ら
ば
と
も
か
く
、

「
リ

ニ
l
ジ
」
を
用
い
る
こ
と
は
「
宗
族
」
と
い
う
語
句
が
も
っ
世
界
観
や

死
生
観
と
い
う
概
念
の
部
分
を
捨
象
し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
木
稿
で
は

「宗
族
」
な
い
し

「宗
」
(
祉
曾
人
類
撃
用
語
で
は

コ
ア
ィ
セ
ン
ト

2
2
3ロ
同)
」)
と
い
う
語
句
を
用
い
た
。

〈
3
)

戴
炎
輝
『
中
園
法
制
史
』
(
肇
湾
)
三
民
書
局
、
民
図
六
十
年
版
、

二
六
八

1
二
六
九
頁
。

(

4

)

鴻
爾
康
等
『
中
園
宗
族
祉
舎
』
新
江
人
民
出
版
社
、

一
九
九
四
年
、

- 92ー
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二
O
三
頁
。

ハ
5
〉

同
(

4

)

。

(
6
〉
同
(
4
1

(
7
〉
『
中
園
民
商
事
習
慣
報
告
鋒
』
下
、
一
四
七
二
頁
。

〈
8
)

在
城
謝
阿
賀
氏
観
音
娘
有
二
男
、
長
男
字
興
、
次
男
得
興
。
曾
於
洪

武
十
年
関
、
終
長
男
字
輿
出
総
十
都
謝
均
先
篤
子
。
震
因
長
子
不
磨
、

回
宗
了
畢
、
未
曾
過
戸
。
後
叔
均
先
自
生
親
男
准
安
。
至
拾
九
年
次
叔

文
先
病
故
、
無
後
。
有
淘
先
鐙
兄
弟
之
情
、
興
祭
衆
諦
〈
H
一
商
)
議
、

再
来
漁
設
。
今
賀
氏
願
勝
次
男
得
奥
戸
名
謝
口
出
縫
文
先
魚
子
。
賞
乃

昭
穆
相
態
。
自
過
門
之
後
、
務
要
承
順
掬
先
夫
婦
訓
育
、
曲
目
幹
口
門
家

務
等
事
、
不
許
私
自
還
宗
。
其
文
先
戸
内
底
有
田
山
陵
地
、
慈
畜
口

物
、
並
所
経
人
得
輿
管
業
、
家
外
人
不
許
侵
占
。
所
是
均
先
原
摘
長
男

字
輿
文
書
、
比
先
係
太
姑
夫
在
仲
逮
枚
執
一
時
、
検
尋
未
見
、
不
及
鰍

付
。
日
後
費
出
不
在
行
用
。
今
恐
人
心
無
慾
、
立
此
文
書
篤
用
。

(
9
〉
立
遺
蝿
父
金
世
貞
、
同
妻
在
氏
、
自
因
無
子
、
先
年
搬
宥
子
併
成
、

安
親
完
索
。
不
幸
身
病
危
篤
、
有
弟
世
盛
所
生
三
子
、
今
立
衣
子
傍
蕎

縫
嗣
、
嘗
窓
親
族
、
賂
身
屋
宇
田
園
等
業
、
限
同
分
机
明
白
。
有
奮
老

土
庫
査
所
、
輿
姪
併
砧
等
爾
牢
均
業
。
叉
新
進
土
庫
萱
所
、
用
銀
武
百

伍
拾
爾
、
輿
姪
併
一
茄
等
雨
半
均
業
。
偽
有
徐
屋
回
国
併
地
等
業
、
註
簿

逐
一
開
明
、
待
妻
在
氏
及
女
進
喜
、
春
喜
食
用
、
終
日
買
緋
衣
棺
須
口

口
、
品
跡
剰
倶
輿
成
、
蕎
二
子
均
分
。
衆
議
成
、
寄
二
子
毎
一
月
納
母
在

氏
毎
各
銀
萱
銭
、
逐
月
謄
付
、
不
得
短
欽
。
基
本
家
糠
差
等
項
倶
係

成
、
欝
二
子
、
遁
年
均
納
、
無
僻
。

〈
印
)
拾
西
都
李
奥
戸
原
有
戸
丁
李
四
保
、
於
上
年
開
出
縫
同
都
在
周
付
篤

婿
、
以
篤
養
老
、
原
立
摘
縫
文
書
。
今
因
李
四
保
生
子
云
寄
、
叉
摘
李

輿
戸
丁
李
法
、
本
年
大
造
、
是
李
輿
戸
内
人
蟻
腕
叉
鵜
云
寄
名
目
填
註

李
奥
首
吠
内
、
四
保
岳
母
細
国
許
告
本
豚
、
蒙
批
里
老
査
慮
。
李
興
、

四
保
不
思
繁
官
。
遵
奉
孫
叫
爺
数
録
、
懇
中
立
文
、
云
寄
仰
承
在
周
付
戸

籍
、
奉
柁
縫
産
嘗
差
。
李
法
仰
承
李
輿
戸
役
、
各
自
管
緋
。
所
有
李
輿

賂
云
寄
名
目
牧
入
首
獄
、
李
輿
自
行
改
正
。
云
寄
仰
在
在
戸
嘗
差
。
自

立
合
同
三
之
後
、
ニ
家
各
無
悔
異
。
(
略
)

(
口
〉
立
文
書
人
程
氏
愛
香
、
因
夫
畢
祉
得
無
子
、
曾
勝
次
女
春
弟
招
賛
本

都
張
宅
地
僕
呉
祉
孫
潟
婿
養
老
。
今
因
口
角
社
孫
不
幸
身
故
。
伊
母
方

氏
老
来
衣
食
無
罪
、
身
自
情
感
終
女
春
弟
過
婆
方
氏
之
門
、
男
行
揮
婿

以
震
膳
給
終
身
。
所
有
張
宅
紹
(
日
照
)
沓
臨
服
役
、
四
甲
臭
弘
茂
戸
下

煩
奮
営
丁
。
日
後
生
育
、
母
論
男
女
、
賂
萱
↑
縫
畢
氏
之
後
、
祭
紀
不

致
有
敏
、
腹
役
嘗
丁
悉
招
奮
規
。
(
略
)

(
ロ
〉
仁
井
田
陸
『
中
閣
法
制
史
研
究
|
|
奴
隷
農
奴
法
・
家
族
村
落
法
』

東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
六
二
年
、
二
六
一

J
二
七
八
頁
。

(
臼
)
葉
穎
恩
『
明
清
徽
州
農
村
粧
品
閏
輿
佃
僕
制
』
安
徽
人
民
出
版
社
、
一

九
八
三
年
、
二
四
五
頁
。

(

M

)

一
四
八
三
頁
。

(
日
)
郡
門
豚
十
三
都
立
投
質
文
書
人
方
勇
、
願

(
H
原
〉
賛
十
二
都
胡

家
、
不
幸
喪
妻
、
向
未
婚
配
。
今
有
本
勝
十
西
都
在
阿
李
男
在
六
聖
、

於
先
年
身
故
、
遺
妻
張
氏
六
仙
寡
居
。
是
勇
得
知
、
自
情
慰
托
媒
李

再
、
空
身
投
資
在
家
、
永
遠
入
籍
営
差
。
自
成
婚
之
後
、
侍
奉
李
氏
如

同
親
母
、
併
男
天
賜
、
女
天
香
並
是
方
勇
承
管
、
供
給
撫
養
、
併
在
家

戸
門
差
役
倶
且
定
本
身
承
賞
。
日
後
本
身
生
有
男
女
、
併
本
身
永
遠
居
佳

房
東
謝
求
三
大
房
庄
屋
、
逐
年
照
例
謄
主
、
母
詞
。
倫
有
遺
文
撞
自
逃

回
、
路
主
告
官
理
治
。
の
依
此
文
篤
準
、
立
此
信
用
照
。

内

a
A
V
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(日山)

立
臨
地
主
文
書
僕
人
胡
態
議
、
係
演
口
地
僕
、
原
姓
名
奥
吐
露。

因
前

妻
己
故
、
遺
子
窓
際
演
口
門
戸
、
今
自
情
感
央
中
空
身
招
質
到
渠
口
証

文
宅
衆
主
公
門
下
故
過
世
僕
胡
九
十
之
妻
名
員
弟
魚
娯
〈
H

婦
)
。
従

招
賛
之
後
、
随
更
今
名
。
家
主
差
役
、
倶
選
家
法
呼
喚
供
庭
、
胡
家
門

戸

一
切
公
私
事
陸
、
倶
承
頂
律
持
、
九
十
分
下
回
園
、
家
産
不
敢
蕩
費

分
宅
、
永
遠
不
得
犯
濯
生
情
、
逃
田
原
籍
。
如
有
此
等
情
由
、
悉
聴
衆

家
主
迭
官
、
以
叛
逆
究
罪
、
無
僻
。

立
此
臨
地
主
文
書
魚
沼
。

(
ロ
)
立
招
賛
臨
地
主
文
書
僕
人
朱
得
租
、
原
名
朱
租
得
、
本
村
人
、
年
四
十

一
放
。
国
家
賃
不
能
績
妻
、
自
輿
父
計
議
、
本
生
宗
枝
有
親
弟
承
嗣
及

服
役
原
主
、
今
情
感
滋
媒
空
身
賛
到
木
村
家
主
任
承
恩
堂
名
下
地
僕
時

新
総
胡
氏
早
弟
篤
夫
婦
、
賞
品
悦
家
主
監
房
長
、
更
名
朱
得
租
。
自
招
質

之
後
、
百
凡
悉
遜
家
主
法
度
、
安
分
生
理
、
感
主
供
役
、
支
律
朱
姓
門

戸
、
永
承
朱
姓
宗
源
。
倫
未
招
之
先
、
欠
負
他
人
、
不
得
魁
賂
朱
姓
家

資
措
償
、
弁
不
得
暗
勝
朱
姓
銭
谷
私
養
本
生
老
父
。
如
有
此
等
情
、
聴

同
居
親
族
人
投
鳴
家
主
従
公
理
論
。
今
恐
無
窓
、
立
此
文
書
存
照
。

(
日
)
『
中
園
|
|
祉
舎
と
文
化
』
第
八
鋭
、
一
九
九
三
年
六
月
、
所
載
。

(
川
口
)
業
願
恩
前
掲
書
、
二
六
八
J
二
六
九
頁
。

(
初
)
立
出
縫
書
人
胡
加
群
、
受
生
四
子
。
不
料
年
歳
飢
荒
、
衣
口
難
度
、

身
顧
向
妻
李
氏
論
議
、
ニ
相
情
慮
、
自
慰
托
媒
立
書
出
縫
輿
朱
容
貴
名

下
篤
子
、
桃
(
跳
?
〉
浮
接
宗
、
受
脂
綿
家
敬
之
法
。
三
面
言
定
、
子
之

身
償
濁
水
、
在
手
足
花
、
其
子
晶
画
師
過
門
。
命
係
生
子
巳
丑
七
月
廿
五

午
時
、
生
0
・
改
名
漣
龍
。
倫
有
風
燭
不
常
、
各
安
天
命
。
若
有
繁
明
黒

夜
私
逃
走
外
之
情
、
一
切
身
等
不
累
朱
門
之
事
。
恐
口
無
滋
、
立
此
縫

書
、
永
遠
存
照
。

(
幻
〉
立
情
感
終
見
出
宗
嫁
人
韓
来
富
、
年
四
十
八
歳
、
本
府
本
勝
人
、
租

居
全
富
。
事
因
来
富
家
運
願
柿
、
不
如
遺
下
武
見
。

長
見
拾
歳
、
次
見

三
歳
。
因
年
老
多
病
、
内
都
知
春
功
之
親
、
外
無
養
賂

(
H
賂
〉
之
路
、

自
慰
溝
墾
絡
填
、
幼
児
何
託
。
蓋
欲
出
宗
他
族
、
移
枝
向
祭
。
葱
滋
媒

人
、
賂
三
歳
幼
児
名
許
生
、
出
宗
縫
於
在
、
氷
書
名
下
宿
周
義
子
、
骨
田
牧
英

洋
武
姶
態
元
正
。
此
係
雨
相
情
慰
、
永
無
異
言
。
任
他
改
姓
更
名
、
従

此
移
花
接
木
。

倫
有
宗
族
及
内
外
人
等
向
滋
事
端
、
由
来
富
理
直
。
既

出
宗
之
後
永
不
来
往
。
惟
在
宅
感
作
娯
玲
亦
不
得
有
異
姓
看
待
。

将
来

成
重
攻
書
及
冠
婚
妥
氏
均
無
権
干
、
皆
鴻
品
、在
宅
主
張
。
惟
願
盆
斯
入
室

、
氷
侍
縫
芥
、
寄
生
於
桑
、
長
延
世
相
陣
。
(
略
〉

(
幻
)
戴
炎
輝
前
掲
書
、
二
五
五
頁
。

(
お
)
立
盤
身
投
到
男
東
文
書
人
楊
祉
得
、
係
修
鯨
七
都
三
口

(
H図
)
佳

人
。
上
無
父
母
、
下
無
兄
弟
妻
子
、
身
無
依
僑
、
衣
食
無
措
、
難
以
度

目
。
今
自
情
感
、
央
媒
磐
身
投
到
休
寧
豚
十
二
都
渠
口
一
虎
東
証
名

下
甘
心
震
僕
。
自
投
之
後
、
早
晩
聴
従
呼
喚
使
用
、
惣
謹
生
理
、
一
一

遵
守
涯
門
規
矩
理
法
、
無
得
故
濯
、
及
飲
酒
撒
援
花
賭
篤
非
傾
惰
等

情
、
致
懐

(
H
誤
)
整

(
H
正
)
事
。
如
有
此
等
、
聴
従
房
東
経
公
理

治
、
退
出
不
用
、
係
是
甘
心
投
到
、
並
無
親
房
人
等
生
情
異
説
。
自
投

之
後
、
永
不
院
宗
。
倫
有
来
歴
不
明
、
登
是
媒
人
一
面
承
賞
、
不
干
房

主
之
事
。
今
恐
人
心
無
怒
。
倫
有
風
燭
不
常
、
天
之
命
也
。
立
此
文

書
、
永
遠
存
照
。

(
鈍
〉
績
渓
勝
十
三
都
萱
岡
立
文
書
人
胡
文
官向
、
原
因
年
放
荒
欠
衣
食
無

資
、
自
慰
漁
親
人
郎
夏
、
空
身
靭
到
在
名
下
備
工
生
理
、
毎
月
辛
力

工
銭
一
併
支
足
、
無
分
厘
欠
歓
。
今
因
涯
宅
有
僕
婦
、
年
二
十
二
歳
、

名
新
喜
、
身
叉
ぬ
親
人
郎
夏
設
合
、
招
到
涯
名
下
震
僕
、
婚
配
新
喜

篤
妻
。
蛍
日
並
未
費
厘
乏
軸
特
種
及
使
用
等
項
。
此
係
自
己
情
慰
、
無
貨

- 94-
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折
逼
抑
等
情
。
自
招
以
後
、
妻
係
本
主
所
討
之
人
、
身
係
本
主
所
衣
食

之
身
、
聴
従
使
喚
、
母
得
抵
綱
、
及
絡
家
主
衣
物
花
酒
井
傾
惰
等
情
。

如
然
、
聴
家
主
理
論
無
辞
。
倫
若
拐
静
逃
錦
、
重
是
中
人
承
管
。
如
風

水
不
良
、
此
係
天
命
、
興
本
主
無
干
。
今
恐
無
窓
、
立
此
存
照
。

(
お
〉
雇
工
(
傭
工
〉
に
つ
い
て
は
、
道
光
十
四
年
編
祝
慶
族
斡
『
刑
案

匪
跡
見
』
巻
十
、
戸
律
戸
役
、
「
人
戸
以
籍
魚
定
」
に
、
批
准
正
五
年
の
稔

旨
に
よ
っ
て
世
僕
と
は
異
な
り
良
民
と
す
る
と
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
ま

た
、
乾
隆
二
十
四
年
の
候
例
で
短
工
は
自
由
と
さ
れ
、
主
人
が
雇
工
を

殺
害
し
た
場
合
は
一
般
の
人
を
殺
害
し
た
場
合
と
同
じ
に
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
乾
隆
三
十
二
年
の
僚
例
で
は
、
農
耕
に
従
事
す
る
雇
工
は

一
般
の
農
民
と
同
様
な
扱
い
と
な
り
、
乾
隆
五
十
三
年
の
傑
例
で
は
雇

工
は
短
工
と
長
工
と
を
問
わ
ず
身
分
的
に
一
定
の
解
放
を
得
た
、
と
も

あ
る
。
(
張
高
田
落
等
編
者
『
中
園
法
制
史
』
第
一
巻
、
中
園
人
民
大
皐

出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
四
四
五
J
四
四
六
頁
〉
。

(
お
〉
明
代
中
期
以
降
、
と
り
わ
け
明
末
清
初
以
降
、
人
々

の
移
動
が
著
し

く
、
「
主
僕
」
の
関
係
は
混
飢
を
き
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
薙
正

年
聞
か
ら
乾
隆
年
開
に
か
け
て
、
奴
僕
な
ど
の
法
的
身
分
の
繁
更
が
行

わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
歴
史
背
景
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
治
七
年
、
任
彰
年
重
修
輯
『
大
清
律
例
統
纂

集
成
』
、
巻
八
、
戸
律
戸
役
、
「
人
戸
以
籍
篤
定
」
に
よ
れ
ば
、
乾
隆

三
十
六
年
の
例
に
よ
り
、
各
省
の

「
祭
戸
」
、
掘
削
江
の
「
惰
戸」、

「E
J

戸
」
、
康
東
の
「
蛋
戸
」

な
ど
が
賎
民
か
ら
良
民
と
さ
れ
た
ほ
か
、
安

徽
省
徽
州
、
寧
園
、
池
州
三
府
の
「
世
僕
」
も
、
祖
先
が
目
玉
の
回
を

佃
し
国
主
の
山
に
葬
ら
れ
て
い
る
者
は
主
人
の
戸
籍
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
は
い
え
、
賎
民
か
ら
良
民
と
さ
れ
、
三
代
以
降
の
子

孫
は
科
翠
受
験
資
格
を
得
た
。
ま
た
、
頁
買
契
約
が
乾
隆
元
年
以
後
の

白
契
に
よ
る
者
で
丁
加
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
者
は
身
を
慣
し
て

〈
良
)
民
と
な
る
こ
と
を
許
す
と
さ
れ
た
。
但
し
、
長
年
主
人
の
下
で

養
育
さ
れ
た
者
、
縛
女
で
結
婚
し
子
を
産
ん
だ
者
は
永
遠
に
服
役
す
る

も
の
と
し
、
契
約
文
書
が
失
わ
れ
て
い
て
も
主
家
で
養
わ
れ
て
い
る
者

も
従
来
ど
お
り
に
服
役
さ
せ
、
身
を
贈
し
て
い
て
も
主
家
に
あ
っ
て
生

活
し
て
い
る
者
は
主
人
の
戸
籍
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
張
E

日
藩
等
編
著
『
中
園
法
制
史
』
に
は
、

「
繁
戸
」
な
ど
が
賎
民
か
ら
良
民
に
さ
れ
た
の
は
羅
正
年
閲
と
あ
る
。

潅
正
年
聞
か
ら
乾
隆
年
聞
に
か
け
て
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
改
革
に
つ
い

て
は
、
張
耳
目
藩
氏
等
の
よ
う
に
奴
僕
な
ど
の
一
定
の
解
放
で
あ
る
と
す

る
解
俸
と
、
混
観
し
て
い
た
身
分
関
係
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
り
、
む

し
ろ
身
分
関
係
の
再
強
化
で
あ
る
と
す
る
解
穆
と
が
あ
る
。

筆
者
は
、

人
口
増
や
移
動
な
ど
に
よ
り
奴
僕
な
ど
の
身
分
が
混
飢
し
、
彼
等
が
力

量
を
強
め
て
い
く
扶
況
に
お
い
て
、
そ
の
朕
況
を

一
定
程
度
追
認
す
る

一
方
で
新
た
な
燦
例
を
つ
く
り
秩
序
の
維
持
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
る
。
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into two distinctive aspects: to reign and to rule.　This distinction is

exemplified in the adage “the British sovereign reigns, but does not rule”.

　　

In Chinese classics, the term usually used to designate the function of

the state is“ｚhi”，which can comprise both the meanings of“to reign” and

“to rule”，with greater emphasis usually placed on the former.

　　

For many reasons, the administrative function of the state developed

highly and became more dominant during the Tang dynasty.　It was

around that time that Emperor Gao-zong高宗acceded to the throne.

Simply because his first name was “ｚhi”,use of this character became

prohibited for the following one-hundred and fifty years, and the character

“li”was adopted in　its place.　The character “li”is used　in Chinese

classical literature as both ａ noun　and ａ･ verb to denote the concept of

“ruling”.

　　

It was mostly by accident that the word “1i”superseded the word“ｚhi”

as the key term of political thinking in China. However, this shift in

effect served better to describe the administrative function, which was at

that time becoming more and more important to the state.

　　

This paper aims to illuminate the terminological and practical changes

that occurred in the political function of the state with reference to the

writings of Lu Zhi 陸贅，Ｗａｎｇ Anshi 王安石, and Zhu Xi 朱熹．

“INHERITANCE'ﾀAS SEEN IN THE HUIZHOU 徽州

　　　　　　　　

DEEDS AND CONTRACTS

Usui Sachiko

　　　

In a previous article.パKiｓｈｕ　ni ｏｋｅｒｕkaｓａｎｈｕｎｋａtｓｕ［The Division

of Family Property in Ｈｕiｚhoｕ］”（ＫｉｎｄａｉＣｈｕｅｏｈｕNo. 25, October 1995),

l eχamined the special characteristics of the lineage (zongzび宗族) and the

family (jiazu家族）ｉｎ Huizhou by looking at the methods through which

families actually divided their property.　Using the Huizhou deeds and

contracts

　

as

　

a source, this article ｅχamines the methods, purposes and

processes for the selection of heirs in　cases　in　which　there ｅχisted　no

- ２－



biological male heir to succeed to the family line (zong宗) and property,

or to conduct the sacrifices to the ancestors. First, I demonstrate that there

was a difference between the legal or ideal concept of “inheritance Ｃｃｉｆｉｅｎｇｊｔ

承継）”and “inheritance” as actually practiced in Huizhou. Furthermore,

in

　

cases

　

where “inheritance” actually　occurred, the　significance　of　it

extended beyond the boundaries of the family or lineage alone.　It was

closely tied to the customs of marriage into the family of ａ wife (ｒｕｚｈｕi

入贅）ａｎｄ to the sale of people （ｍａｉｓｈｅｎ責身). as well as to issues of

status in society such as the ｙｉｎｇｚｈｕｙｉｎｇｙi（座主恵役) relationship which

included the matter of bondservantsひzz僕). Second, I eχamine the issue

of how bondservants inherited their status and labor obligations, and their

behaviour relating to “inheritance”.

ON THE IDEA TO LEGALIZE THE OPIUM TRADE

　　　　　　　　　　　　　　　

Inoue Hiromasa

　　

In the years following 1829 （the 9th year of Daoguang 道光), the

problem of the opium was vigorously discussed in terms of an economic

crisisprecipitatedby the outflow silver specie from China. Under such

circumstances, the idea to legalize the opium trade began to be formed in

Canton.

　

This idea became prevalent enough to be introduced for the

firsttime in ａ memorial proposed by Liangguang 雨廣Governor-General Li

Hongbin李鴻賓late in 1831. 1n the period between the spring of 1831

and June 1832, this idea was clearly expressed in an essay titled“Mi hai

御害”,composed by the Canton literatiWu Lan χiu 呉蘭修. In connection

with the politicalsituation to garner the support of Grand Secretary Ruan

Ｙｕａｎ玩元and empress Quan 全, the idea of legalization was formally

proposed in ａ memorial of Xu Naiji 許乃済on the 27th day of the 4th

month of the 16th year of Daoguang (1836).

　　

The proposal tolegalizethe opium trade was intended to take the opium

trade, which had been removed from the purview of the Canton system.

back within that system. This proposal was alsointended to reconstruct
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